
昭和35年11月28日第3種郵便物認可 第2285号令和8年（2026年）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
坂
本
克
己
最
高
顧
問

（
全
国
道
路
利
用
者
会
議

副
会
長
）
は
９
月
11
日
︑

東
京
都
千
代
田
区
の
全
社

協
・
灘
尾
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
全
国
道
路
利
用
者

会
議
理
事
会
に
出
席
し
︑

10
月
22
日
に
香
川
県
高
松

市
の
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
で

開
催
予
定
で
あ
る
同
会
議

﹁
第
76
回
全
国
大
会
﹂
に

附
議
さ
れ
る
決
議
案
を
朗

読
・
提
案
し
︑
承
認
さ
れ

た
︒

　

理
事
会
の
冒
頭
︑
佐
藤

信
秋
全
道
利
会
長
が
︑﹁
道

路
整
備
促
進
に
対
す
る
要

望
事
項
の
実
現
に
向
け

て
︑
国
土
交
通
省
は
こ
れ

か
ら
財
務
省
と
折
衝
す
る

こ
と
に
な
る
︒こ
の
中
に
︑

皆
様
方
の
ご
要
望
を
し
っ

か
り
と
反
映
し
た
上
で
︑

要
望
実
現
に
向
け
て
戦
っ

て
い
く
︑
勝
ち
取
っ
て
い

く
と
︑
沓
掛
敏
夫
国
交
省

道
路
局
長
も
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
る
︒
引
き
続
き
︑
皆
様

方
か
ら
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒

ま
た
︑
古
賀
誠
全
道
利
最

高
顧
問
と
見
坂
茂
範
全
道

利
顧
問
（
自
由
民
主
党
参

議
院
議
員
）
の
紹
介
が
行

わ
れ
た
︒

　

続
い
て
︑
来
賓
と
し
て

沓
掛
国
交
省
道
路
局
長
が

﹁
こ
れ
か
ら
12
月
に
向
け

て
予
算
折
衝
が
始
ま
る
︒

我
々
も
注
力
す
る
が
︑
皆

様
の
声
が
大
き
な
力
に
な

る
︒
引
き
続
き
ご
支
援
い

た
だ
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ

つ
︒
ま
た
︑﹁
道
路
利
用

者
の
目
線
は
︑
道
路
整
備

の
実
現
に
向
け
て
非
常
に

重
要
な
も
の
で
あ
る
︒
皆

様
方
か
ら
ご
要
望
を
い
た

だ
き
︑
そ
れ
を
踏
ま
え
て

利
用
者
目
線
で
の
道
路
行

政
を
進
め
て
い
き
た
い
﹂

と
述
べ
た
︒

　

決
議
案
で
は
︑﹁
成
長

投
資
に
つ
な
が
る
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
﹂
や

﹁
国
土
強
靭
化
実
施
中
期

計
画
を
踏
ま
え
た
関
係
予

算
に
つ
い
て
︑
通
常
道
路

予
算
と
は
別
枠
で
の
必
要

予
算
の
満
額
確
保
﹂︑﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応

等
の
た
め
の
渋
滞
対
策
︑

休
憩
施
設
や
交
通
結
節
機

能
の
強
化
推
進
﹂︑﹁
高
速

道
路
料
金
の
事
業
者
向
け

割
引
の
継
続
﹂
︱
︱
な
ど

５
項
目（
別
掲
）を
掲
げ
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
道
路
利
用

者
目
線
で
︑
一
層
の
道
路

整
備
推
進
を
強
く
訴
え
た
︒

　

視
察
は
同
日
夕
方
︑
都
内

を
出
発
︒
東
名
高
速
道
路
の

下
り
線
を
進
み
︑
中
井
Ｐ
Ａ

（
下
り
・
神
奈
川
県
足
柄
上

郡
中
井
町
）
を
視
察
︒
富
士

川
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
静
岡
県
富
士
市
）
で
折

り
返
し
︑
富
士
川
Ｓ
Ａ
（
上

り
・
静
岡
県
富
士
市
）︑
愛

鷹
Ｐ
Ａ
（
上
り
・
静
岡
県
沼

津
市
）︑
足
柄
Ｓ
Ａ
（
上
り

・
静
岡
県
御
殿
場
市
）︑
鮎

沢
Ｐ
Ａ
（
上
り
・
神
奈
川
県

足
柄
上
郡
山
北
町
）︑
海
老

名
Ｓ
Ａ
（
上
り
・
神
奈
川
県

海
老
名
市
）
を
巡
回
し
︑
深

夜
帯
に
向
け
て
増
加
す
る
大

型
車
の
駐
車
と
駐
車
マ
ス
の

逼
迫
状
況
等
を
確
認
し
た
︒

　

ま
た
︑
29
日
に
日
付
が
変

わ
る
前
に
は
東
京
本
線
料
金

所
（
上
り
・
神
奈
川
県
川
崎

市
）
に
移
動
し
︑
０
時
ま
で

の
深
夜
割
引
開
始
待
ち
の
滞

留
状
況
を
確
認
し
た
︒
同
時

刻
は
︑
通
行
料
金
の
深
夜
割

引
開
始
時
刻
に
合
わ
せ
て
一

般
車
と
大
型
車
が
集
中
す
る

時
間
帯
で
あ
り
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
の
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
な
が
ら
︑
同
料
金
所

管
理
棟
の
屋
上
か
ら
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
交
通
状
況
を
把
握

し
た
︒

　

本
視
察
は
︑
寺
岡
洋
一
会

長
の
ほ
か
︑
副
会
長
の
小
林

和
男
︑
馬
渡
雅
敏
︑
庄
子
清

一
︑
吉
田
修
一
︑
山
口
嘉
彦
︑

二
又
茂
明
︑
赤
上
信
弥
︑
御

手
洗
安
︑
水
野
功
︑
杉
山
千

尋
︑
青
木
均
︑
松
田
直
樹
の

各
氏
が
参
加
︒
ま
た
︑
道
路

・
施
設
委
員
会
か
ら
は
山
田

秀
一
委
員
︑
加
田
潔
委
員
︑

原
田
和
充
委
員
︑
馬
場
邦
彦

委
員
︑
さ
ら
に
︑
国
土
交
通

省
物
流
・
自
動
車
局
の
指
田

徹
貨
物
流
通
事
業
課
長
︑
同

道
路
局
の
渡
辺
良
一
高
速
道

路
課
長
︑
学
識
経
験
者
と
し

て
首
藤
若
菜
立
教
大
学
経
済

学
部
教
授
ら
が
参
加
し
︑
全

ト
協
か
ら
は
重
田
雅
史
理
事

長
︑
山
崎
薫
専
務
理
事
︑
松

崎
宏
則
専
務
理
事
︑
山
﨑
寛

常
務
理
事
が
同
行
︑
約
９
時

間
に
わ
た
り
物
流
の
最
前
線

を
巡
っ
た
︒

　

本
視
察
を
通
じ
て
︑
深
夜

の
高
速
道
路
が
物
流
を
支
え

る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
駐
車
マ

ス
不
足
や
尿
入
り
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
等

環
境
面
の
課
題
な
ど
︑
改
善

が
求
め
ら
れ
る
現
場
の
実
態

を
今
後
の
施
策
に
活
か
す
こ

と
と
し
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
寺
岡
洋
一
会
長
お
よ
び

坂
本
克
己
最
高
顧
問
は
10

月
１
日
︑
９
月
17
日
に
発

足
し
た
第
２
次
高
市
改
造

内
閣（
４
面
に
関
連
記
事
）

で
就
任
し
た
井
林
辰
憲
国

土
交
通
大
臣
を
表
敬
訪
問

し
た
︒
井
林
大
臣
は
︑
国

土
交
通
省
出
身
の
技
術
官

僚
経
験
者
と
し
て
衆
議
院

議
員
に
当
選
後
︑
環
境
大

臣
政
務
官
︑
内
閣
府
副
大

臣
︑
衆
議
院
財
務
金
融
委

員
会
委
員
長
︑
自
由
民
主

党
税
制
調
査
会
幹
事
︑
自

民
党
物
流
調
査
会
会
長
な

ど
を
歴
任
し
て
い
る
︒
当

日
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
の
自
動
車
関

連
３
団
体
の
合
同
表
敬
訪

問
と
し
て
︑
全
国
ハ
イ
ヤ

ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の

川
鍋
一
朗
会
長
︑
日
本
バ

ス
協
会
の
山
本
昇
平
常
務

理
事
も
同
行
し
た
︒

全
国
道
路
利
用
者
会
議　

決
議
（
案
）

　

次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、�

我
が
国
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
日
本
列
島
を
再
び
豊
か
に

し
て
い
く
た
め
、
日
本
成
長
戦
略
や
地
域
未
来
戦
略
等
も
踏

ま
え
、
成
長
投
資
に
つ
な
が
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

を
図
る
こ
と

一
、�

令
和
８
年
熊
本
地
震
及
び
令
和
８
年
８
月
千
葉
豪
雨
を
は
じ

め
、
全
国
各
地
で
相
次
い
だ
豪
雨
で
は
、
災
害
に
強
い
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
を
踏
ま
え
た
関
係
予
算

に
つ
い
て
は
、
危
機
管
理
投
資
に
よ
る
強
い
経
済
の
実
現
の

観
点
も
踏
ま
え
、
通
常
道
路
予
算
と
は
別
枠
で
必
要
な
予
算

を
満
額
確
保
す
る
こ
と

一
、�

安
全
・
安
心
な
道
路
空
間
の
確
保
に
向
け
、
計
画
的
な
老
朽

化
対
策
や
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

一
、�

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の

対
応
等
の
た
め
の
渋
滞
対
策
、
休
憩
施
設
や
交
通
結
節
機
能

の
強
化
を
推
進
す
る
こ
と

一
、�

高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
公
平
な
料
金
制

度
を
基
本
と
し
つ
つ
、
事
業
者
向
け
割
引
を
継
続
す
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
項
目
も
踏
ま
え
、
我
が
国
の
経
済
や
地
域
の
生
活
・

な
り
わ
い
の
た
め
、
資
材
価
格
の
高
騰
、
近
年
の
建
設
業
に
お
け

る
人
件
費
の
上
昇
等
の
影
響
を
踏
ま
え
、
計
画
的
か
つ
長
期
安
定

的
な
道
路
整
備
・
管
理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、『「
強
く
豊
か
な
日

本
」
投
資
枠
』
の
活
用
及
び
新
た
な
財
源
の
創
設
等
に
よ
り
、
道

路
関
係
予
算
は
、
所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

令
和
８
年
10
月
22
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
道
路
利
用
者
会
議　

第
76
回
全
国
大
会

坂本　克己
全ト協最高顧問

沓掛　敏夫
国土交通省道路局長

見坂　茂範
全国道路利用者会議顧問

佐藤　信秋
全国道路利用者会議会長

古賀　誠
全国道路利用者会議最高顧問

井林国交大臣を中心に、左から全ト協の寺岡洋一会長、坂本克己最高顧問、川鍋全国ハイヤー・タクシー連合会会
長、山本日本バス協会常務理事（10月1日、国土交通大臣室）

大型車駐車マスに駐車できず通路上や路側帯に駐車せざる得ない中央や右側のトラックの列（鮎沢PA上り）深夜割引開始待ちのため滞留する車両（9月28日23時58分、東京本線料金所・上り）

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
９
月
28
日

の
夕
方
か
ら
翌
29
日
未
明
に
か
け
て
、

東
名
高
速
道
路
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
の

利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
、
寺
岡

洋
一
会
長
を
は
じ
め
正
副
会
長
お
よ
び

道
路
・
施
設
委
員
会
委
員
、
国
土
交
通

省
、
学
識
経
験
者
ら
に
よ
る
現
地
視
察

を
実
施
し
た
。
大
型
車
等
の
高
速
道
路

利
用
を
め
ぐ
っ
て
は
、
Ｓ
Ａ
（
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
）、
Ｐ
Ａ
（
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
）
で
の
駐
車
マ
ス
不
足
に
よ
る
指
定

場
所
以
外
で
の
駐
車
、
深
夜
割
引
待
ち

に
よ
る
料
金
所
手
前
で
の
滞
留
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
現
場
の
実
態
を
確
認
す
る
こ
と
が

目
的
。 

（
詳
細
２
面
）

成長投資に繋がる道路ネットワークの強化を !!成長投資に繋がる道路ネットワークの強化を !!
坂本最高顧問が全国道路利用者会議理事会で決議文を力強く提案

幹部一同　課題解決に向け決意新たに !!

寺岡会長はじめ正副会長らが深夜の東名高速道路を視察寺岡会長はじめ正副会長らが深夜の東名高速道路を視察
大型車駐車マス不足、深夜割引待ち滞留、黄金のペットボトル投棄等長距離ドライバーの課題を現場で確認

大口・多頻度割引に対し厳しいコメントがあった

井林辰憲新国土交通大臣を3団体で表敬訪問

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（広報部）
https://jta.or.jp

10月10日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報部まで

毎月1日・15日発行
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
松
田
直
樹
会
長
）
は
９
月

17
日
︑
米
原
市
の
名
神
高
速

正
副
会
長
︑
理
事
・
監
事
を

中
心
に
︑
近
畿
ト
ラ
ッ
ク
協

会
や
全
日
本
運
輸
産
業
労
働

組
合
滋
賀
県
連
合
会
︑
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
関
係
者
ら
総

勢
約
70
人
が
参
加
し
た
︒

　

①
湖
南
・
甲
賀
・
彦
根
支

部
︑
②
大
津
・
湖
東
・
湖
北

・
湖
西
支
部
の
２
班
に
分
か

れ
︑
伊
吹
Ｐ
Ａ
周
辺
道
路
に

不
法
投
棄
さ
れ
た
尿
入
り
の

﹁
黄
金
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
﹂

等
の
ご
み
回
収
・
清
掃
を
約

１
時
間
か
け
て
実
施
し
︑
45

Ｌ
の
ご
み
袋
95
袋
分
の
ご
み

を
回
収
し
た
︒
清
掃
活
動
の

模
様
は
地
元
テ
レ
ビ
局
・
び

わ
湖
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も

放
映
（
写
真
左
上
）
さ
れ
︑

滋
賀
県
ト
協
で
は
︑﹁
今
後

も
清
掃
活
動
を
通
し
て
ド
ラ

イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
向
上
を
呼

び
か
け
た
い
﹂
と
コ
メ
ン
ト

し
た
︒

道
路
・
伊
吹
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
に
て
清
掃
活

動
を
実
施
︒
滋
賀
県
ト
協
の

名
神
高
速
・
伊
吹
Ｐ
Ａ
で　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
清
掃
活
動
を
実
施

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

国
土
交
通
省
は
10
月
１

日
︑
第
３
回
﹁
適
正
原
価
の

設
定
に
向
け
た
有
識
者
検
討

会
﹂（
座
長
:
山
内
弘
隆
一

橋
大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催

し
た
︒
同
検
討
会
に
は
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
︑

寺
岡
洋
一
会
長
と
馬
渡
雅
敏

副
会
長（
物
流
政
策
委
員
長
）

が
専
門
委
員
と
し
て
出
席
し

た
︒

　

令
和
７
年
６
月
成
立
の

﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
﹂

で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
貨
物
を
輸
送
す
る
場
合

や
他
者
に
運
送
を
委
託
す
る

場
合
に
︑
国

土
交
通
大
臣

が
定
め
る

﹁
適
正
原

価
﹂
を
継
続

し
て
下
回
ら

な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お

り
︑
同
法
の

公
布
か
ら
３

年
以
内
と
な

る
令
和
10
年

６
月
ま
で
に

施
行
さ
れ

る
︒
同
検
討

会
で
は
︑
適

正
原
価
の
適

切
な
設
定
に
向
け
た
議
論
が

行
わ
れ
て
お
り
︑
第
２
回
検

討
会
で
は
全
ト
協
が
意
見
・

要
望
を
陳
述
し
て
い
る
︒
第

３
回
と
な
る
今
回
は
︑
関
係

者
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
し
て
︑
全

国
通
運
連
盟
︑
全
国
交
通
運

輸
労
働
組
合
総
連
合
︑
日
本

経
済
団
体
連
合
会
︑
全
国
中

小
企
業
団
体
中
央
会
︑
日
本

新
聞
協
会
か
ら
の
意
見
を
聞

い
た
︒

　

各
団
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
終
了
後
に
は
︑
国
土
交
通

省
か
ら
個
別
論
点
に
係
る
検

討
の
方
向
性
が
示
さ
れ
︑﹁
適

正
原
価
制
度
に
お
け
る
適
正

原
価
と
運
賃
・
料
金
の
関

係
﹂
や
﹁
料
金
の
位
置
付
け

・
取
扱
い
﹂︑﹁
適
正
原
価
の

運
賃
・
料
金
水
準
へ
の
影

響
﹂︑﹁
実
車
率
・
回
送
料
金

の
取
扱
い
﹂︑﹁
物
流
効
率
化

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
担
保
﹂︑

﹁
物
価
変
動
へ
の
対
応
・
改

定
頻
度
﹂︑﹁
輸
送
の
安
全
確

保
の
た
め
に
必
要
な
経
費
﹂︑

﹁
事
業
を
継
続
し
て
遂
行
す

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
投

資
の
原
資
﹂︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
・
荷
主
等
に
よ
る
実
務

面
で
の
対
応
﹂
の
各
項
目
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
︒な
お
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
・
荷
主

等
に
よ
る
実
務
面
で
の
対
応
﹂

の
説
明
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
が
荷
主
等
と
の
運

賃
交
渉
の
際
に
参
照
で
き
る

よ
う
﹁
モ
デ
ル
運
賃
﹂
を
提

示
す
る
考
え
が
示
さ
れ
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
今
後
論
点

整
理
等
を
行
い
︑
年
内
を
目

途
に
提
言
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
︒

　

同
検
討
会
の
資
料
は
国
交

省
同
検
討
会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
か
ら

閲
覧
で
き
る
︒

大型トラックの駐車マスの利用状況を確認する、左から小林副会長、寺岡会長、水野副会
長、杉山副会長（富士川SA上り）

トラックドライバー（右）にヒアリングする御手洗副会長（中央）と参加者（鮎沢PA上り） 大型車駐車マス近くの緑地帯での不法投棄状況を確認する松田副会長（足柄SA上り） PAから本線への加速車線の左路側帯に駐車せざるを得ない大型トラック（中井PA下り）

東京料金所管理棟屋上から午前0時までの深夜割引待ちの滞留状況をリアルタイムで確認
した（東京料金所）

足柄SAで、NEXCO中日本職員から施設概要や利用状況などの説明を受ける寺岡会長をは
じめとする視察団（足柄SA上り）

びわ湖放送のインタビューに答える松田会長（９月17日、名神高速・伊吹PA）

滋賀県ト協をはじめとして関係者約70人が参加した清掃活動（9月17日、名神高
速・伊吹PA）

第3回「適正原価の設定に向けた有識者検討会」（10月1日、経済産業省）

寺岡　洋一
全ト協会長

馬渡　雅敏
全ト協副会長

1面に関連

駐
車
マ
ス
不
足
、
深
夜
割
引
渋
滞
、
環
境
問
題
等
の
課
題
解
決
に
向
け
施
策
に
反
映
へ

駐
車
マ
ス
不
足
、
深
夜
割
引
渋
滞
、
環
境
問
題
等
の
課
題
解
決
に
向
け
施
策
に
反
映
へ

高
速
道
路
は
物
流
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

高
速
道
路
は
物
流
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

労働組合、荷主団体から意見聴取
国交省  第３回「適正原価の設定に向けた有識者検討会」
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　明け方、あなたは前車に追従して、右折する交差点に差
しかかりました。前方の信号機は黄色が点滅しています。こ
の場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避け
るためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えて
みましょう。

状 

況

〔第 188回〕「明け方の交差点を右折」

（解説・9面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

第
26
回
「
労
働
安
全
・
災
害
防
止
委
員
会
」

防
止
計
画
︑﹁
運
輸
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
﹂
の

普
及
状
況
︑
助
成
事
業
や
各

種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
状
況

等
）
の
ほ
か
︑
労
働
災
害
や

健
康
起
因
事
故
の
発
生
状
況

に
つ
い
て
事
務
局
が
説
明
し

た
︒
続
い
て
︑
陸
上
貨
物
運

送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会

の
井
上
健
技
術
管
理
部
長
が

改
正
労
働
安
全
衛
生
法
に
関

す
る
説
明
を
行
っ
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

㈱
日
本
経
済
新
聞
社
東
京
本

社
の
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
担

当
補
佐
（
事
業
開
発
担
当
）

兼
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
認

定
事
務
局
﹂
責
任
者
の
藤
尾

典
篤
氏
が
﹁
健
康
経
営
が
運

送
事
業
者
の
未
来
を
守
る
︱

人
材
確
保
と
安
全
運
行
の
た

め
の
第
一
歩
︱
﹂
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
15
日
︑
第
26
回
﹁
労
働

安
全
・
災
害
防
止
委
員
会
﹂

（
青
木
均
委
員
長
）を
開
催
︒

冒
頭
︑
委
員
交
代
に
伴
う
役

員
の
選
任
が
行
わ
れ
︑
福
泉

運
送
㈲
（
大
阪
府
）
の
福
森

崇
文
代
表
取
締
役
が
新
副
委

員
長
に
選
任
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
過
労
死
等
防

止
対
策
や
労
働
安
全
・
災
害

防
止
関
係
助
成
事
業
の
あ
り

方
等
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
︒

報
告
事
項
で
は
︑
全
ト
協
の

取
り
組
み
内
容
（
過
労
死
等

講
演
会
で
「
健
康
経
営
」
へ
の

理
解
深
め
る

第26回「労働安全・災害防止委員会」（9月15
日、全ト協）

第
60
回
「
環
境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
委
員
会
」

て
原
案
通
り
承
認
︒
続
い
て
︑

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資
源
・

燃
料
部
燃
料
供
給
基
盤
整
備

課
の
宮
下
晃
一
課
長
補
佐
に

よ
る
講
演
﹁
次
世
代
燃
料
の

導
入
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
﹂
が
行
わ
れ
た
︒

　

そ
の
後
の
﹁
報
告
事
項
﹂

で
は
︑
排
出
量
取
引
制
度
や

環
境
関
連
補
助
事
業
︑
10
月

14
日
に
広
島
県
福
山
市
で
開

催
さ
れ
る
﹁
第
23
回
﹃
ト
ラ

ッ
ク
の
森
﹄
記
念
植
樹
式
﹂

や
軽
油
価
格
の
動
向
な
ど
に

つ
い
て
事
務
局
が
説
明
︒
さ

ら
に
︑（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ

ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
の

平
野
洋
喜
グ
リ
ー
ン
経
営
業

務
室
長
が
グ
リ
ー
ン
経
営
認

証
の
取
得
に
関
す
る
説
示
を

行
っ
た
︒

　

第
60
回
﹁
環
境
対
策
・
Ｇ

Ｘ
委
員
会
﹂（
庄
子
清
一
委

員
長
）
が
９
月
10
日
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
開
催
さ

れ
た
︒
冒
頭
に
行
わ
れ
た
役

員
の
選
任
で
は
︑
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｓ

ロ
ジ
（
東
京
都
）
の
笠
原
史

久
代
表
取
締
役
社
長
︑
ワ
ー

ル
ド
運
輸
㈱
（
大
阪
府
）
の

中
島
仁
志
代
表
取
締
役
会
長

が
新
副
委
員
長
に
就
任
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
３
０
﹂
の
進
捗
状
況
に
つ
い

「
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」

各
目
標
の
進
捗
状
況
を
確
認

第60回「環境対策・GX委員会」（9月10日、
全ト協）

第
27
回
「
経
営
改
善
・
Ｄ
Ｘ
委
員
会
」

代
化
基
金
融
資
の
運
用
に
関

す
る
検
討
︑
令
和
８
年
度
経

営
改
善
・
Ｄ
Ｘ
施
策
の
推
進

状
況
等
に
つ
い
て
事
務
局
が

説
明
し
︑
原
案
通
り
承
認
し

た
︒

　

な
お
︑
議
事
終
了
後
︑（
一

財
）
日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ

ー
多
文
化
共
生
事
業
担
当
事

務
局
上
席
主
幹
の
長
山
和
夫

氏
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
特
化
し
た
特
定
技
能
外
国

人
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
日

本
語
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
︒

　

第
27
回
﹁
経
営
改
善
・
Ｄ

Ｘ
委
員
会
﹂（
吉
田
修
一
委

員
長
）
が
９
月
17
日
に
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
開
催
さ

れ
た
︒
会
議
冒
頭
︑
副
委
員

長
の
選
任
が
行
わ
れ
︑
エ
ス

エ
ー
ロ
ジ
テ
ム
㈱（
大
阪
府
）

の
坂
中
良
郎
代
表
取
締
役
を

新
副
委
員
長
に
選
任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑﹁
令
和
８
年

熊
本
地
震
に
か
か
る
﹃
激
甚

災
害
融
資
﹄
の
取
扱
﹂
や
近

令
和
８
年
度
施
策
の

推
進
状
況
等
を
報
告

第27回「経営改善・DX委員会」（9月17日、全
ト協）

第
１
２
７
回
「
交
通
対
策
委
員
会
」

組
み
︑
②
飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
た
取
り
組
み
︑
③
追
突

事
故
防
止
等
の
対
策
︑
④
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事

故
防
止
対
策
の
取
り
組
み
︱

︱
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
︑

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

②
で
は
︑﹁
飲
酒
運
転
根

絶
セ
ミ
ナ
ー
（
ト
ラ
イ
ア
ル

版
）﹂
と
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
ク
装
置
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
に
つ
い
て
報
告
︒

飲
酒
運
転
根
絶
セ
ミ
ナ
ー
は

令
和
９
年
度
以
降
本
格
的
に

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
ク
装
置
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
に
つ
い
て
は
︑
引

き
続
き
調
査
を
行
い
︑
最
終

的
な
結
果
を
踏
ま
え
た
上

で
︑
普
及
に
向
け
た
方
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
︒

　

第
１
２
７
回
﹁
交
通
対
策

委
員
会
﹂
が
10
月
５
日
に
開

催
さ
れ
た
︒

　

冒
頭
︑
役
員
選
任
が
行
わ

れ
︑
二
又
茂
明
委
員
長
と
石

原
修
副
委
員
長
が
留
任
し
た

ほ
か
︑
千
葉
孝
男
氏
（
宮
城

県
・
古
川
貨
物
㈱
代
表
取
締

役
）
と
鳥
ノ
海
学
氏
（
東
京

都
・
協
同
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
）
が
新
た
に
副
委
員
長
に

就
任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
﹁
ト
ラ
ッ

ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安
全

プ
ラ
ン
２
０
３
０
﹂
の
取
り

「
飲
酒
運
転
根
絶
セ
ミ
ナ
ー
」
を

令
和
９
年
度
以
降
本
格
的
に
開
催
へ

第127回「交通対策委員会」（10月5日、全ト協）

第
３
回
「
適
正
取
引
委
員
会
」

長
が
﹁
公
正
取
引
委
員
会
の

最
近
の
取
組
﹂
に
つ
い
て
説

明
︒
説
明
後
︑
委
員
と
の
意

見
交
換
や
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
取
引
適
正
化

や
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
へ

の
対
応
に
つ
い
て
事
務
局
が

説
明
し
た
後
︑
委
員
間
で
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
︒

　

第
３
回
﹁
適
正
取
引
委
員

会
﹂（
平
島
竜
二
委
員
長
）

が
10
月
６
日
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

平
島
委
員
長
に
よ
る
開
会

あ
い
さ
つ
の
後
︑
議
事
に
先

立
っ
て
︑
公
正
取
引
委
員
会

事
務
総
局
経
済
取
引
局
取
引

部
の
柴
山
豊
樹
企
業
取
引
課

取
引
適
正
化
・
適
正
化
二
法

テ
ー
マ
に
意
見
交
換

第3回「適正取引委員会」（10月6日、全ト協）

第
15
回
「
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」

つ
い
て
審
議
・
承
認
︒
③
の

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
会
議
に

お
け
る
２
０
２
６
年
度
の
活

動
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
︑
２

０
２
５
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る

﹁
特
別
積
合
せ
貨
物
運
送
に

お
け
る
総
原
価
に
つ
い
て
の

考
察
﹂
を
継
続
し
て
協
議
す

る
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
議
事
終
了
後
︑
国

土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局

の
指
田
徹
貨
物
流
通
事
業
課

長
に
よ
る
講
演
﹁
適
正
原
価

の
設
定
に
向
け
た
検
討
状

況
﹂
が
行
わ
れ
た
︒

　

第
15
回
﹁
物
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
委
員
会
﹂（
杉
山
千
尋

委
員
長
）
が
９
月
30
日
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
開
催

さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
適
正
原
価

の
設
定
に
向
け
た
論
点
︑
②

２
０
２
５
年
度
活
動
テ
ー
マ

の
報
告
︑
③
２
０
２
６
年
度

の
活
動
テ
ー
マ
︑
④
２
０
２

６
年
度
﹁
自
主
行
動
計
画
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
﹂
︱
︱
に

２
０
２
６
年
度
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

会
議
の
活
動
テ
ー
マ
を
決
定

第15回「物流ネットワーク委員会」（9月30日、全
ト協）

　

実
施
事
項
は
別
掲
の
通

り
︒
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
は

じ
め
と
し
た
実
施
事
項
に
つ

い
て
︑
啓
発
資
料
な
ど
を
活

用
し
た
︑
よ
り
実
効
性
の
あ

る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
︒

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者
に

対
し
︑
経
営
ト
ッ
プ
︑
管
理

者
お
よ
び
従
業
員
が
一
体
と

な
り
︑
積
極

的
な
取
り
組

み
を
推
進
す

る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒
同
運
動
の
実

施
計
画
等
の
詳
細
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

第
２
回
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の

た
め
の
こ
こ
ろ
の
健
康
ア

ド
バ
イ
ス
動
画
」
を
公
開

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」

が
テ
ー
マ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
健
康
増
進
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
と
し
て
︑
動
画

に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
な

ど
実
効
性
の
あ
る
対
策
に
取

り
組
ん
で
お
り
︑
令
和
６
年

度
に
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
食
生

活
と
健
康
管
理
﹂
の
啓
発
動

画
を
６
本
︑
７
年
度
に
は
運

動
や
睡
眠
な
ど
﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
の
押
さ
え
て
お
き
た
い
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
﹂
を
取

り
上
げ
た
動
画
８
本
を
作
成

・
公
開
し
た
︒

　

８
年
度
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

の
た
め
の
こ
こ
ろ
の
健
康
ア

ド
バ
イ
ス
動
画
﹂
と
題
し
︑

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
に
つ
い

て
の
動
画
を
全
３
回
制
作
予

定
で
あ
り
︑
９
月
17
日
に
第

２
回
﹁
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
︱

不
調
に
つ
な
が
る
ス
ト
レ
ス

に
気
づ
く
に
は
︱
﹂
を
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
で

公
開
し
た
︒

　

今
回
の
動
画
で
は
︑
ス
ト

レ
ス
に
気
づ
く
た
め
の
方
法

や
︑
体
・
心
・
行
動
に
お
け

る
ス
ト
レ
ス
の
サ
イ
ン
︑﹁
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
﹂
を
そ
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
解
説
︒

な
お
︑
第
３
回
の
動
画
も
︑

同
ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定
︒

令
和
８
年
度
事
業
計
画
案

等
を
承
認

第
52
回
「
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

輸
送
部
会
」

　

第
52
回
﹁
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
輸
送
部
会
﹂（
妹
尾
洋
部

会
長
）
が
︑
９
月
８
日
に
神

奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ

た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
７
年
度

事
業
報
告
・
８
年
度
事
業
計

画
の
両
案
等
に
つ
い
て
審
議

・
承
認
︒
８
年
度
事
業
計
画

で
は
︑
生
コ
ン
輸
送
に
お
け

る
輸
送
力
の
確
保
や
︑
持
続

的
か
つ
安
定
し
た
輸
送
を
提

供
す
る
た
め
の
効
果
的
な
対

応
策
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど

７
施
策
を
掲
げ
︑
部
会
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
次
年
度
の
総
会
に

つ
い
て
は
︑
９
年
９
月
に
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
予
定
と

し
た
︒

令
和
８
年
度
「
全
国
研
修

会
」
を
開
催

女
性
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女

性
部
会
（
原
玲
子
部
会
長
）

は
９
月
25
日
︑
令
和
８
年
度

﹁
全
国
研
修
会
﹂
を
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
東
京
都
新
宿

区
）
で
開
催
し
た
︒

　

会
で
は
冒
頭
︑
原
部
会
長

の
代
読
と
し
て
︑
須
藤
奈
津

江
副
部
会
長
が
あ
い
さ
つ
︒

﹁
全
国
研
修
会
は
︑
会
員
同

士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
の

で
き
る
︑大
変
貴
重
な
機
会
︒

今
年
度
は
長
野
県
が
加
わ

り
︑
34
都
道
府
県
に
女
性
部

会
の
輪
が
広
が
っ
た
︒
昨
年

度
に
女
性
部
会
で
は
︑
女
性

雇
用
促
進
に
関
す
る
実
態
調

査
を
実
施
し
︑
今
年
度
は
そ

の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
︑
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
活
躍
事
例

や
各
地
域
の
部
会
の
取
り
組

み
な
ど
を
広
く
発
信
す
る

﹃
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
未
来
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹄を
開
始
し
た
︒

女
性
が
安
心
し
て
︑
長
く
活

躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
繋

げ
て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
た
︒

続
い
て
︑
同
部
会
の
担
当
副

会
長
で
あ
る
楠
木
寿
嗣
全
ト

協
副
会
長
（
香
川
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
）
と
佐
藤
文
平

全
ト
協
青
年
部
会
長
が
登
壇

し
︑
部
会
員
を
激
励
し
た
︒

　

今
回
の
研
修
会
は
三
部
構

成
で
行
わ
れ
︑
第
一
部
で
は

富
良
野
通
運
㈱
で
働
く
女
性

ト
レ
ー
ラ
ド
ラ
イ
バ
ー
︑
ト

ラ
ッ
ク
め
い
め
い
氏
と
︑
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て

日
本
Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
㈱
の
小
坂
真
弘
代
表
取

締
役
に
よ
る
対
談
﹁
現
役
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
実
体
験
の

共
有
﹂
を
行
い
︑
続
く
第
二

部
で
は
﹁
雇
用
側
の
視
点
に

よ
る
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
取

組
﹂
と
題
し
︑
富
良
野
通
運

㈱
の
永
吉
大
介
代
表
取
締
役

（
博
士
︹
商
学
︺）
が
講
演

を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
第
三
部

で
は
︑﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
雇

用
促
進
に
向
け
た
課
題
と
今

後
の
方
向
性
﹂を
テ
ー
マ
に
︑

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
︒
永
吉
氏
︑
ト
ラ
ッ

ク
め
い
め
い
氏
︑
須
藤
副
部

会
長
︑四
戸
敬
子
副
部
会
長
︑

藤
井
ふ
ぢ
美
副
部
会
長
︑
佐

藤
青
年
部
会
長
が
登
壇
︒
小

坂
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
︒

　

研
修
会
終
了
後
に
は
交
流

会
が
開
催
さ
れ
︑
全
国
か
ら

参
集
し
た
女
性
部
会
員
が
交

流
を
深
め
た
︒

配
送
先
施
設
内
の
ト
イ
レ
利

用
に
配
慮
を
求
め
る

荷
主
企
業
等
に
対
し
要
請

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
国
土
交
通
省

と
の
連
名
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
配
送
先
施
設
内

に
お
け
る
ト
イ
レ
利
用
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ

（
写
真
）
を
荷
主
企
業
お
よ

び
荷
主
関
係
団
体
に
配
布
し

た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

国
民
生
活
と
産
業
活
動
を
支

え
る
物
流
の
担
い
手
と
し
て
︑

日
々
︑
荷
主
企
業
の
倉
庫
や

工
場
︑
事
務
所
等
へ
集
荷
・

配
送
を
行
っ
て
い
る
︒
一
方

で
︑
配
送
先
周
辺
で
は
︑
車

両
を
安
心
し
て
駐
車
で
き
る

場
所
が
限
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
︑
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
た

め
の
一
時
的
な
駐
車
が
困
難

な
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
︒

こ
の
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が

や
む
を
得
ず
ト
イ
レ
を
我
慢

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
発

生
し
て
お
り
︑
健
康
へ
の
影

響
に
加
え
︑
集
中
力
の
低
下

に
よ
る
輸
送
品
質
の
低
下
や

安
全
運
行
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
国
交
省
と

連
携
し
て
︑
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
制
作
し
た
荷
主
企

業
の
施
設
内
ト
イ
レ
の
利
用

に
つ
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
配
慮
を
要
請
す
る

チ
ラ
シ
を
活
用
︒
荷
主
企
業

お
よ
び
荷
主
関
係
団
体
に
周

知
し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
︑
施

設
内
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑﹁
指
定

さ
れ
た
場
所
以
外
に
立
ち
入

ら
な
い
こ
と
﹂︑﹁
清
潔
に
使

用
す
る
こ
と
﹂︑﹁
各
施
設
の

ル
ー
ル
に
従
う
こ
と
﹂
等
を

徹
底
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
︒

「
正
し
い
運
転
・
明
る
い
輸

送
運
動
」
11
月
16
日
か
ら

来
年
１
月
10
日
ま
で

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
第
66
回
﹁
正
し
い
運
転

・
明
る
い
輸
送
運
動
﹂
を
︑

11
月
16
日
㈪
か
ら
令
和
９
年

１
月
10
日
㈰
ま
で
実
施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確
立

に
よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達

成
を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
︑

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
る
も
の
︒

「正しい運転・明るい輸送運動」実施事項
⑴飲酒運転の根絶
⑵追突事故及び交差点における事故防止の徹底
⑶携帯・スマートフォンの使用禁止の徹底等
⑷過労運転防止の徹底
⑸確実な点呼の実施
⑹健康診断の受診の徹底
⑺荷役作業時の安全確保の徹底
⑻高速道路における事故防止の徹底
⑼車両の安全性確保の徹底
⑽降積雪期における輸送の安全確保の徹底
⑾正しい積付け・固縛方法の徹底
⑿�エコドライブ及びアイドリング・ストップの
徹底

⒀運輸安全マネジメントの徹底
⒁安全意識の高揚
⒂輸送品質・サービスの向上

「女性ドライバー雇用促進に向けた課題
と今後の方向性」をテーマに、パネルディ
スカッションを行った

トラックの駐車スペースの確保が難しいため、トラック
ドライバーが使用できるトイレが少なくて困っています。
トイレの我慢は健康被害リスク、そして集中力低下に 
よる交通事故発生リスクを高めます。

ご協力をお願いいたします。

荷主の皆様へ

トラックドライバーに
施設内トイレ施設内トイレを
使用使用させて下さい！

トラックドライバーのお約束

● 指定された以外の場所には立ち入りません
● 清潔に使用いたします
● 貴社のルールに従って施設内トイレを使用いたします

全国から多くの女性経営者が集まった女
性部会全国研修会

第52回「生コンクリート輸送部会」（9月8日、
華正樓新館）
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答え合わせ

が
そ
れ
ぞ
れ
留
任
し
た

︻
国
土
交
通
大
臣
略
歴
︼

▽ 

井
林
辰
憲
（
い
ば
や
し
・

た
つ
の
り
）
氏

　

第
二
次
高
市
改
造
内
閣
副

大
臣
名
簿
・
大
臣
政
務
官
名

簿
が
９
月
18
日
に
発
表
さ
れ

た
︒

　

国
土
交
通
副
大
臣
は
︑
加

藤
鮎
子
氏
（
自
由
民
主
党
︑

　

昭
和
51
年
生
ま
れ
︑
静
岡

県
出
身
︒
京
都
大
学
工
学
部

卒
業
︑
京
都
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
修
了
︒
国
土
交
通

省
勤
務
を
経
て
︑
平
成
24
年

衆
議
院
議
員
初
当
選
︒
環
境

大
臣
政
務
官
・
内
閣
府
大
臣

政
務
官
︑内
閣
府
副
大
臣（
経

済
財
政
・
金
融
等
担
当
）︑

衆
議
院
財
務
金
融
委
員
長
等

を
歴
任
︒
50
歳
︒

衆
議
院
山
形
３
区
）
お
よ
び

朝
日
健
太
郎
氏
（
同
︑
参
議

院
東
京
都
選
挙
区
）
が
就
任

し
た
︒

　

ま
た
︑
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
に
は
︑草
間
剛
氏（
同
︑

衆
議
院
神
奈
川
19
区
）︑
髙

橋
祐
介
氏
（
同
︑
衆
議
院
北

海
道
２
区
）︑
青
島
健
太
氏

（
日
本
維
新
の
会
︑
参
議
院

比
例
代
表
）
が
就
任
し
た
︒

︹
国
土
交
通
副
大
臣
略
歴
︺

▽ 

加
藤
鮎
子
（
か
と
う
・
あ

ゆ
こ
）
氏

　

昭
和
54
年
生
ま
れ
︑
山
形

県
出
身
︒
慶
應
義
塾
大
学
法

学
部
卒
業
︑
米
国
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
国
際
公
共
政
策
大
学

院
修
了
︒
平
成
26
年
衆
議
院

議
員
初
当
選
︒
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
こ
ど
も
政
策
︑

少
子
化
対
策
︑
若
者
活
躍
︑

男
女
共
同
参
画
）︑
国
土
交

通
大
臣
政
務
官
な
ど
を
歴

任
︒
47
歳
︒

▽ 

朝
日
健
太
郎
（
あ
さ
ひ
・

け
ん
た
ろ
う
）
氏

　

昭
和
50
年
生
ま
れ
︑
熊
本

県
出
身
︒
法
政
大
学
卒
業
︒

平
成
28
年
参
議
院
議
員
初
当

選
︒国
土
交
通
大
臣
政
務
官
︑

環
境
大
臣
政
務
官
な
ど
を
歴

任
︒
51
歳
︒

︹
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

略
歴
︺

▽ 

草
間
剛
（
く
さ
ま
・
つ
よ

し
）
氏

　

昭
和
57
年
生
ま
れ
︑
神
奈

川
県
出
身
︒
青
山
学
院
大
学

法
学
部
卒
業
︑
早
稲
田
大
学

大
学
院
公
共
経
営
研
究
科
修

了
︒横
浜
市
会
議
員
を
経
て
︑

令
和
６
年
衆
議
院
議
員
初
当

選
︒
44
歳
︒

▽ 

髙
橋
祐
介
（
た
か
は
し
・

ゆ
う
す
け
）
氏

　

昭
和
55
年
生
ま
れ
︑
北
海

道
出
身
︒
日
本
大
学
経
済
学

部
卒
業
︒
令
和
６
年
衆
議
院

議
員
初
当
選
︒
46
歳
︒

▽ 

青
島
健
太
（
あ
お
し
ま
・

け
ん
た
）
氏

　

昭
和
33
年
生
ま
れ
︑
新
潟

県
出
身
︒
慶
應
義
塾
大
学
法

学
部
卒
業
︒
プ
ロ
野
球
選
手
︑

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・
キ
ャ

ス
タ
ー
を
経
て
︑
令
和
４
年

参
議
院
議
員
初
当
選
︒68
歳
︒

「
石
油
関
連
製
品
等
の

価
格
転
嫁
に
関
す
る
緊

急
調
査
」
の
結
果
を
公

表今
後
の
対
応
方
針
示
す

　

公
正
取
引
委
員
会
は
﹁
令

和
８
年
度
価
格
転
嫁
円
滑
化

・
支
払
の
適
正
化
に
関
す
る

調
査
﹂
の
一
環
と
し
て
︑
主

に
令
和
８
年
７
月
に
︑
中
東

情
勢
を
受
け
た
石
油
関
連
製

品
等
の
価
格
転
嫁
の
状
況
に

係
る
調
査
（
調
査
対
象
行
為

期
間
=
同
年
２
月
28
日
~
７

月
27
日
）
を
実
施
︒
同
調
査

の
結
果
を
９
月
25
日
に
公
表

し
た
︒

　

中
東
情
勢
の
影
響
を
受
け

た
石
油
関
連
製
品
等
の
価
格

高
騰
に
つ
い
て
︑
受
注
者
の

立
場
で
64
・
１
％
が
﹁
影
響

が
あ
っ
た
﹂
と
回
答
（
製
造

業
・
流
通
業
で
は
75
％
以

上
）︒
受
注
者
の
立
場
で
︑﹁
発

注
者
に
価
格
転
嫁
を
申
し
出

た
が
︑
協
議
に
応
じ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
﹂
と
回
答
し
た

者
は
０
・
８
％
で
︑
受
注
者

が
協
議
を
申
し
出
れ
ば
協
議

に
応
じ
る
こ
と
が
根
付
き
つ

つ
あ
る
と
分
析
︒
ま
た
51
・

７
％
の
受
注
者
が
︑﹁
発
注

者
に
協
議
を
申
し
出
た
と
こ

ろ
︑
一
部
で
も
価
格
転
嫁
を

受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
﹂
と

回
答
し
た
︒

　

他
方
で
︑﹁
現
時
点
に
お

い
て
価
格
協
議
の
申
し
出
を

し
て
い
な
い
受
注
者
﹂
は
38

・
５
％
で
︑
そ
の
背
景
と
し

て
︑発
注
者
と
の
力
関
係
や
︑

一
定
の
時
期
に
し
か
価
格
改

定
を
行
わ
な
い
な
ど
の
商
慣

習
の
存
在
を
挙
げ
る
受
注
者

が
い
た
︒

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
等

の
コ
ス
ト
全
体
の
要
請
受
諾

率
は
48
・
３
％
と
高
低
二
極

化
︒
ま
た
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
別
に
み
る
と
︑
二
次
・

三
次
受
注
者
以
降
の
取
引
段

階
が
そ
の
他
の
取
引
段
階
の

も
の
に
比
べ
て
低
く
︑
価
格

転
嫁
が
十
分
に
進
ん
で
い
な

い
傾
向
が
あ
る
と
し
た
︒

　

公
取
委
で
は
今
後
︑
①
優

越
的
地
位
の
濫
用
行
為
に
対

す
る
厳
正
な
法
執
行
︑
②
取

適
法
違
反
行
為
に
対
す
る
厳

正
な
法
執
行
︑
③
相
談
・
情

報
提
供
窓
口
の
活
用
︑
④
価

格
転
嫁
円
滑
化
等
に
関
す
る

調
査
の
実
施
︱
︱
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
︒

　

同
調
査
結
果
の
詳
細
は
︑

公
取
委
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

改
正
「
物
流
特
殊
指
定
」

を
紹
介
す
る
特
設
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ

「
物
流
特
殊
指
定
で

適
正
な
取
引
を
！
」

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
こ

の
ほ
ど
︑
令
和
９
年
４
月
１

日
施
行
の
独
占
禁
止
法
に
基

づ
く
物
流
特
殊
指
定
の
改
正

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

﹁
物
流
特
殊
指
定
で
適
正
な

取
引
を
！
﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
開
設

し
た
︒

　

物
流
特
殊
指
定
と
は
︑
荷

主
と
物
流
事
業
者
︑
着
荷
主

と
発
荷
主
と
の
取
引
に
お
け

る
優
越
的
地
位
の
濫
用
を
効

果
的
に
規
制
す
る
た
め
に
定

め
ら
れ
た
ル
ー
ル
︒
今
回
の

改
正
に
よ
り
︑
着
荷
主
と
発

荷
主
と
の
取
引
が
規
制
の
対

象
に
な
る
と
と
も
に
︑
中
小

受
託
取
引
適
正
化
法
（
取
適

法
）
の
施
行
に
伴
う
改
正
が

行
わ
れ
る
︒

　

同
サ
イ
ト
で
は
︑
改
正
内

容
に
つ
い
て
図
表
や
動
画
で

説
明
す
る
と
と
も
に
︑
今
回

の
改
正
に
関
す
る
資
料
も
掲

載
し
て
い
る
︒

 

11
月
は
「『
し
わ
寄
せ
』

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」

大
企
業
と
中
小
事
業
者
の

共
存
共
栄
を
目
指
し
て

　

厚
生
労
働
省
・
中
小
企
業

庁
・
公
正
取
引
委
員
会
は
︑

11
月
を
﹁﹃
し
わ
寄
せ
﹄
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
﹂
と

位
置
付
け
︑
し
わ
寄
せ
防
止

に
向
け
た
集
中
的
な
周
知
・

啓
発
の
取
り
組
み
を
行
う
︒

　

大
企
業
・
委
託
事
業
者
に

よ
る
長
時
間
労
働
の
削
減
な

ど
の
取
り
組
み
が
︑
取
引
先

中
小
事
業
者
に
対
す
る
適
正

な
コ
ス
ト
負
担
を
伴
わ
な
い

短
納
期
発
注
︑
急
な
仕
様
変

更
な
ど
の
し
わ
寄
せ
を
生
じ

さ
せ
て
い
る
場
合
が
あ
る
︒

厚
労
省
等
で
は
︑
大
企
業
・

委
託
事
業
者
と
取
引
先
中
小

事
業
者
は
共
存
共
栄
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
持
つ
よ
う
働

き
か
け
︑
適
正
な
コ
ス
ト
負

担
を
伴
わ
な
い
短
納
期
発
注

や
急
な
仕
様
変
更
な
ど
を
防

止
す
る
た
め
︑﹁﹃
し
わ
寄
せ
﹄

防
止
特
設
サ

イ
ト
﹂（
二
次

元
コ
ー
ド
）
に

取
り
組
む
べ

き
内
容
や
関
連
資
料
・
Ｐ
Ｒ

動
画
を
掲
載
し
︑
事
業
者
に

閲
覧
・
活
用
を
呼
び
か
け
て

い
る
︒ 監

督
指
導
対
象
事
業
場

の
４
割
弱
で
違
法
な
時

間
外
労
働
を
確
認

令
和
７
年
度
監
督

指
導
結
果
を
公
表

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
15

日
︑
長
時
間
労
働
が
疑
わ
れ

る
事
業
場
に
対
す
る
令
和
７

年
度
の
監
督
指
導
結
果
を
取

り
ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

同
監
督
指
導
は
︑
各
種
情

報
か
ら
時
間
外
・
休
日
労
働

時
間
数
が
１
か
月
当
た
り
80

時
間
を
超
え
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
事
業
場
や
︑
長
時
間

に
わ
た
る
過
重
な
労
働
に
よ

る
過
労
死
等
に
よ
る
労
働
災

害
請
求
が
行
わ
れ
た
事
業
場

等
︑
長
時
間
労
働
が
疑
わ
れ

る
事
業
場
を
対
象
に
実
施
︒

　

対
象
と
な
っ
た
２
万
９
１

５
０
事
業
場
の
う
ち
︑
38
・

５
％
に
あ
た
る
１
万
１
２
２
８

事
業
場
で
違
法
な
時
間
外
労

働
が
確
認
さ
れ
た
︒
ま
た
︑

１
９
０
１
事
業
場
（
６
・
５

％
）
で
賃
金
不
払
残
業
が
認

め
ら
れ
た
ほ
か
︑５
９
１
９
事

業
場
（
20
・
３
％
）
で
は
過

重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防

止
措
置
が
未
実
施
で
あ
っ
た
︒

　

運
輸
交
通
業
で
は
︑
監
督

指
導
を
実
施
し
た
２
４
２
３

事
業
場
の
う
ち
︑
１
３
２
６

事
業
場
で
違
法
な
時
間
外
労

働
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
︑
１

６
３
事
業
場
で
は
賃
金
不
払

残
業
が
あ
り
︑
ま
た
４
０
０

事
業
場
で
は
健
康
障
害
防
止

措
置
が
未
実
施
で
あ
っ
た
︒

 

働
き
方
改
革
推
進
支
援
事

業
の
訪
問
相
談
サ
ー
ビ
ス

利
用
を
呼
び
か
け

業
界
に
詳
し
い
労
務
管
理
や

物
流
改
善
の
専
門
家
が
対
応

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間

労
働
改
善
の
た
め
の
専
門
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
等
か
ら
の

相
談
に
つ
い
て
︑
業
界
に
詳

し
い
労
務
管
理
や
物
流
改
善

の
専
門
家
が
対
応
す
る
コ
ン

　

厚
労
省
で
は
︑
今
後
も
長

時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
た

取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
︑
11
月
の
﹁
過
重

労
働
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

期
間
中
に
重
点
的
な
監
督
指

導
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
︒

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
︒

　

社
会
保
険
労
務
士
等
の
労

務
管
理
の
専
門
家
が
︑
労
働

時
間
の
上
限
規
制
へ
の
対
応

や
︑
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

実
現
な
ど
の﹁
働
き
方
改
革
﹂

に
取
り
組
む
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
訪
問
す
る

﹁
訪
問
相
談
サ
ー
ビ
ス
﹂は
︑

１
回
２
時
間
程
度
×
３
回
の

相
談
が
標
準
で
︑相
談
無
料
︒

①
会
社
の
状
況
把
握
︑
②
解

決
方
法
の
提
案
︑
③
提
案
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
︱
︱
の
３

段
階
の
相
談
支
援
に
よ
り
︑

課
題
解
決
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
︒
詳
細
は
同
サ
ー

ビ
ス
の
紹

介
チ
ラ
シ

（
二
次
元

コ
ー
ド
①
）

を
参
照
︒

　

な
お
厚
労
省
で
は
︑
同
サ

ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
施
策
へ
の
対
応
や
助
成
金

の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
る
﹁
働
き
方
改
革
推
進

支
援
セ
ン

タ
ー
﹂（
二

次
元
コ
ー

ド
②
）
を

全
国
に
設
置
し
︑
平
日
９
時

~
17
時
に
相
談
を
受
け
付
け

て
い
る
︒

関
ト
協
事
業
者
大
会
で
持

続
可
能
な
物
流
へ
適
正
対

価
確
保
求
め
る

関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
水

野
功
会
長
）
は
９
月
10
日
︑

茨
城
県
水
戸
市
の
水
戸
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
第
69
回
﹁
関
東

ト
ラ
ッ
ク
協
会
事
業
者
大

会
﹂
を
開
催
し
︑
関
東
１
都

７
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら

４
１
０
人
が
参
加
し
た
︒

　

大
会
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
関

係
法
令
へ
の
対
応
に
つ
い
て
﹂

を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
︑
全
日
本
ト

送
事
業
者
が
適
正
な
対
価
を

収
受
す
る
こ
と
が
︑
物
流
の

維
持
に
繋
が
る
と
の
認
識
を

改
め
て
示
し
た
︒

　

法
改
正
に
つ
い
て
は
︑
公

正
な
取
引
を
実
現
す
る
た
め

の
ル
ー
ル
整
備
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
評
価
し
︑
今
後
は
価

格
転
嫁
を
﹁
当
た
り
前
の
商

慣
行
﹂
と
し
て
取
引
現
場
に

定
着
さ
せ
る
必
要
性
を
強

調
︒
さ
ら
に
︑
法
改
正
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
し
︑

現
場
の
過
度
な
負
担
を
最
小

化
す
る
こ
と
を
意
識
し
な
が

ら
︑
持
続
可
能
な
物
流
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
訴
え
た
︒

「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
６
」

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
水
野
功
会
長
）
は
９
月
12

日
︑
東
京
・
渋
谷
区
の
代
々

木
公
園
で
﹁
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス

タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
６
~

親
子
で
体
験 

安
全
と
環
境

~
﹂を
開
催
し
た
︒当
日
は
︑

家
族
連
れ
を
中
心
に
１
万
１

３
５
０
人
が
来
場
︒
交
通
安

全
や
環
境
対
策
︑
復
興
支
援

な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
役
割
や
取
り
組
み
を
都
民

に
伝
え
る
場
と
し
て
︑
親
子

で
楽
し
み
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク

に
触
れ
ら
れ
る
多
彩
な
催
し

を
展
開
し
た
︒

　

会
場
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
乗
車
・
職

業
体
験
を
は
じ
め
︑
自
衛
隊

の
災
害
派
遣
車
両
や
東
ト
協

救
援
物
資
輸
送
車
両
の
展
示
︑

﹁
出
張
輪
島
朝
市
﹂
で
の
産

直
品
販
売
︑﹁
令
和
８
年
熊

本
地
震
﹂
へ
の
募
金
活
動
も

行
わ
れ
た
︒
ま
た
︑
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
は
︑
代
々
木
警
察

署
交
通
少
年
団
の
演
奏
や
︑

よ
さ
こ
い
演
舞
︑
交
通
安
全

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
を
実
施
︒

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ

た
︒

「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ　
　

　
　
　
２
０
２
６
」
を
開
催

愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
御
手
洗
安
会
長
）
は
９
月

27
日
︑
愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
総

合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
第

１
会
場
︑
国
土
交
通
省
愛
媛

運
輸
支
局
を
第
２
会
場
と
し

て
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２

０
２
６
﹂
を
開
催
︒
会
場
は

多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ

た
︒

　

同
フ
ェ
ス
タ
は
︑
10
月
９

日
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
に

先
立
ち
︑
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

対
す
る
関
心
を
高
め
︑
地
域

と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
の

架
け
橋
と
な
る
場
を
創
出
す

る
こ
と
で
︑
将
来
の
担
い
手

不
足
や
持
続
可
能
な
物
流
の

実
現
に
繋
げ
る
た
め
に
開
催

さ
れ
た
も
の
︒

　

各
会
場
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
ヒ
ー
ロ

ー
ド
ラ
イ
バ
ー
」
を
制
作

山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
小
松
洋
一
会
長
）
で
は
こ

の
ほ
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
仕
事
に
対
す
る
理
解

促
進
お
よ
び
イ
メ
ー
ジ
向
上

に
繋
げ
る
た
め
︑
オ
リ
ジ
ナ

ル
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
﹁
ヒ
ー

ロ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
﹂
を
制
作

し
た
︒

　

同
曲
は
︑
山
形
県
山
形
市

出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
庄
司
紗
千
さ
ん
に
作
詞
・

作
曲
を
依
頼
︒
実
際
に
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
で
活
躍
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
に
焦
点
を
当
て
︑

日
々
の
業
務
や
仕
事
に
対
す

運
送
の
お
仕
事
体
験
﹂（
写

真
左
）
や
﹁
子
ど
も
安
全
運

転
免
許
証
﹂
の
交
付
︑
冷
凍

車
・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
な
ど

働
く
車
の
展
示
な
ど
︑
子
ど

も
向
け
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
︑

み
か
ん
の
詰
め
放
題
や
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
つ
か
み
取

り
な
ど
︑
大
人
も
楽
し
め
る

コ
ー
ナ
ー
を
各
所
に
設
置
︒

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
︑

松
山
東
雲
中
学
・
高
等
学
校

（
染
田
祥
孝
校
長
）
の
生
徒

に
よ
る
演
奏
や
ダ
ン
ス
︑﹁
松

山
よ
さ
こ
い
風
舞
人
﹂
に
よ

る
演
舞
な
ど
が
行
わ
れ
︑
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
︒ま
た
︑

愛
媛
県
ト
協
主
催
の
﹁
ト
ラ

ッ
ク
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
の

表
彰
式
も
開
催
さ
れ
︑
土
居

大
輔
愛
媛
県
ト
協
副
会
長

（
同
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
長
）

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
児

童
ら
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
︒

る
思
い
な
ど
を
紹
介
す
る
こ

と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
魅
力
向
上
に
繋
げ
て
い

る
︒
ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
を
﹁
物
流
を
支
え
る

ヒ
ー
ロ
ー
﹂
と
し
て
表
現
す

る
こ
と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
魅
力
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
︑
将
来
的
な
担
い
手

の
確
保
や
業
界
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
も
狙
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
曲
の
歌
詞
は
︑

山
形
県
ト
協
女
性
部
会
（
川

口
育
美
部
会
長
）
の
部
会
員

の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
仕
事
や
物
流
業
界
の
魅
力

を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
﹂
と
の
思
い
か

ら
︑
歌
詞
の
内
容
に
つ
い
て

提
案
を
行
っ
て
い
る
︒

　

な
お
同
曲
は
︑
庄
司
さ
ん

の
ア
ル
バ
ム
﹃
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
﹄

（
写
真
）
に
収
録
さ
れ
て
い

る
ほ
か
︑
山
形
県
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

か
ら
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
も
可

能
︒

「
交
通
安
全
ビ
ン
ゴ
大
会
」
で
交
通

ル
ー
ル
を
学
び
な
が
ら
盛
り
上
が
っ

た
（
９
月
12
日
、
代
々
木
公
園
）

「
ト
ラ
ッ
ク
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰

式
で
は
、土
居
大
輔
副
会
長
（
同
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
長
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
児
童
た
ち
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た

ラ
ッ
ク
協
会
の
寺
岡
洋
一
会

長
が
登
壇
︒
物
流
を
持
続
可

能
な
も
の
と
す
る
た
め
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
ア
ッ
プ
・

待
遇
改
善
や
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
へ
の
適
正
な
対
価
の

確
保
︑
価
格
転
嫁
を
含
む
公

正
な
取
引
の
必
要
性
等
に
つ

い
て
発
言
し
た
︒

　

寺
岡
会
長
は
︑﹁
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
﹂
に
よ
り

﹁
物
が
運
べ
な
く
な
る
︑
届

か
な
く
な
る
﹂
と
い
う
危
機

意
識
が
︑
荷
主
を
含
め
社
会

全
体
で
共
有
さ
れ
た
こ
と
を

評
価
︒
一
方
で
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
送
以
外
の

業
務
を
担
う
ケ
ー
ス
も
依
然

と
し
て
多
い
と
し
て
︑
荷
主

に
対
し
︑
物
流
現
場
の
実
態

を
踏
ま
え
た
物
流
設
計
を
求

め
た
︒

　

ま
た
︑
人
材
確
保
に
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃

金
ア
ッ
プ
・
待
遇
改
善
が
不

可
欠
と
指
摘
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

　

９
月
17
日
に
第
二
次
高
市

改
造
内
閣
が
発
足
し
︑
国
土

交
通
大
臣
に
は
井
林
辰
憲
氏

（
自
由
民
主
党
︑
衆
議
院
静

岡
２
区
）
が
就
任
し
た
︒

　

ま
た
︑
総
務
大
臣
に
は
藤

井
比
早
之
氏
（
同
︑
衆
議
院

兵
庫
４
区
）︑
農
林
水
産
大

臣
に
簗
和
生
氏
（
同
︑
衆
議

院
栃
木
３
区
）︑
環
境
大
臣

に
笹
川
博
義
氏
（
同
︑
衆
議

院
群
馬
３
区
）︑
国
家
公
安

委
員
長
に
葉
梨
康
弘
氏（
同
︑

衆
議
院
茨
城
３
区
）
が
そ
れ

ぞ
れ
就
任
し
た
ほ
か
︑
財
務

大
臣
に
片
山
さ
つ
き
氏（
同
︑

参
議
院
比
例
代
表
）︑
厚
生

労
働
大
臣
に
上
野
賢
一
郎
氏

（
同
︑衆
議
院
滋
賀
２
区
）︑

経
済
産
業
大
臣
に
赤
澤
亮
正

氏（
同
︑衆
議
院
鳥
取
２
区
）

 

白
ト
ラ
行
為
に
対
し
て

車
両
使
用
停
止
処
分
日

数
を
引
上
げ

初
違
反
１
２
０
日
・

再
違
反
１
８
０
日

　

国
土
交
通
省
は
９
月
29

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
﹁﹃
自
家
用
自
動

車
を
使
用
す
る
者
に
よ
る
道

路
運
送
法
又
は
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
違
反
行
為
に
対

す
る
行
政
処
分
基
準
に
つ
い

て
﹄
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
﹂

を
発
出
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
無
許
可
で
の
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
（
白
ト

ラ
）
行
為
へ
の
対
策
を
強
化

す
る
目
的
で
︑
自
家
用
自
動

車
を
使
用
す
る
者
に
よ
る
道

路
運
送
法
と
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
に
係
る
車
両
の
使

用
制
限
ま
た
は
禁
止
の
行
政

処
分
の
処
分
量
定
を
引
き
上

げ
る
も
の
︒

　

主
な
改
正
は
︑
自
家
用
自

動
車
の
使
用
の
制
限
ま
た
は

禁
止
に
関
す
る
処
分
量
定
の

引
上
げ
で
︑
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
第
３
条
等
違
反

（
白
ト
ラ
行
為
な
ど
）
の
行

政
処
分
︒
初
違
反
は
60
日
か

ら
１
２
０
日
に
︑
再
違
反
は

１
２
０
日
か
ら
１
８
０
日
と
な

っ
た
︒

　

主
な
改
正
内
容
は
︑
別
掲

の
通
り
︒

　

な
お
︑
改

正
後
の
通
達

は
︑
令
和
８

年
10
月
１
日

以
降
の
違
反

行
為
か
ら
適

用
さ
れ
る
︒

ま
た
︑
８
年

９
月
30
日
ま

で
の
違
反
行

為
に
つ
い
て

は
︑
改
正
前

の
通
達
に
定

め
る
基
準
に

よ
り
行
政
処

分
が
行
わ
れ

る
︒

公 取 委

草間　剛
国土交通大臣政務官

青島　健太
国土交通大臣政務官

髙橋　祐介
国土交通大臣政務官

加藤　鮎子
国土交通副大臣

朝日　健太郎
国土交通副大臣

国
土
交
通
副
大
臣
は　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
氏
・
朝
日
氏

大
臣
政
務
官
に
草
間
氏
・
髙
橋
氏
・
青
島
氏

井林　辰憲
国土交通大臣

左から寺岡洋一全ト協会長、坂本克己全ト協最高顧問、塩見国交
事務次官、川鍋全国ハイヤー・タクシー連合会会長（10月1日、国
土交通省事務次官室）

　10月1日、全日本トラック協会の寺岡洋一会長および坂本克己
最高顧問は、8月7日に国土交通省の事務次官に就任した塩見英
之氏を表敬訪問した。当日は、自動車関連団体の合同表敬訪問と
して、全国ハイヤー・タクシー連合会の川鍋一朗会長も同行した。

関
ト
協
事
業
者
大
会
で
行
わ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
９
月
10
日
、水
戸
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
）

二次元コード①二次元コード②

白トラ行為に対する行政処分の処分量定の引上げについて（概要）
（下線部は改正内容）

１　自家用自動車を使用する者に対する車両の使用制限又は禁止の日数
⑴�道路交通法（以下「法」という）第４条第１項、法第 43条第１項、貨物自動車運送事業
法第3条、同法第35条第 1項または同法第36条第 1項違反

　（初違反）120日、（再違反）180日、（再々違反）180日

⑵法第78条違反

　（初違反）80日、（再違反）180日、（再々違反）180日

⑶法第80条第 1項違反

　（初違反）40日、（再違反）80日、（再々違反）120日

２　自家用自動車の使用禁止処分
　自家用自動車の使用を禁止した場合においては、法第 81条第 2項において準用する法第
41条第 1項の規定に基づいて、自家用自動車の自動車検査証の返納及び自動車登録番号標
（軽自動車にあっては、車両番号標）の領置を併せて行うものとする。

国
土
交
通
大
臣
に　
　
　
　
　

　
　
　
　
井
林
辰
憲
氏
が
就
任

９
月
17
日
に
第
二
次
高
市
改
造
内
閣
が
発
足

国交省の塩見英之事務次官を表敬訪問
寺岡会長、坂本最高顧問ら自動車関係団体合同で
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
が
英
国
の
自

動
車
オ
ー
ナ
ー

２
０
０
０
人
を

対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
︑
そ
の
８
割

以
上
が﹁
自
動
車
教
習
所
の﹃
タ
イ
ヤ
知
識
﹄

に
関
す
る
講
義
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
る
べ
き

だ
﹂
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
︒
そ
の
調
査

の
背
景
に
は
︑
英
国
の
国
内
事
情
も
関
係
し

て
い
ま
す
︒
英
国
の
運
輸
省
か
ら
発
表
さ
れ

た
最
新
の
自
動
車
道
路
事
故
の
デ
ー
タ
を
み

る
と
︑﹁
タ
イ
ヤ
関
連
﹂
で
起
き
た
死
傷
事
故

件
数
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
の
で
す
︒
２
０

２
４
年
は
１
６
９
件
だ
っ
た
も
の
が
︑
翌
２
０

２
５
年
は
２
０
１
件
と
１
年
間
で
約
19
％
増
加

し
ま
し
た
︒

転
席
側
）
の
前
輪
タ
イ
ヤ
﹂
の
バ

ー
ス
ト
で
し
た
︒

　

バ
ー
ス
ト
発
生
時
の
天
気
は

﹁
晴
れ
た
日
﹂
が
最
も
多
く
︑
全
死
亡
事
故
の

80
％
を
占
め
て
い
ま
す
︒
速
度
に
つ
い
て
も
︑
時

速
80
㎞
~
１
０
０
㎞
の
速
度
域
が
全
死
亡
事
故

件
数
の
80
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
タ
イ
ヤ
の
状

態
が
よ
く
な
い
場
合
は
︑
速
度
を
抑
え
て
走
行

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
︒

　

雨
の
高
速
道
路
で
は
︑
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
の
鮮

度
が
生
死
を
分
け
ま
す
︒
極
端
な
例
で
言
う
と
︑

タ
イ
ヤ
の
溝
が
70
％
以
上
残
っ
て
い
て
も
︑
ゴ
ム

が
製
造
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
た
も
の
は
タ
イ

ヤ
が
空
転
し
や
す
く
な
り
︑
路
面
に
溜
ま
る
水

を
排
水
で
き
ず
︑
ク
ル
マ
が
浮
き
上
が
り
出
し

ま
す
︒﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

の
学
科
試
験
で
も
出
題
さ
れ
る
﹁
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ

ー
ニ
ン
グ
現
象
﹂
が
こ
の
状
況
で
す
︒
タ
イ
ヤ
４

輪
が
水
面
か
ら
浮
き
出
し
て
し
ま
う
と
操
縦
不

　

タ
イ
ヤ
に
起
因
す
る
大
事
故
で
多
い
の
が
︑

走
行
中
に
タ
イ
ヤ
バ
ー
ス
ト
が
起
こ
る
ケ
ー
ス
で

す
︒
中
で
も
︑
タ
イ
ヤ
が
破
裂
し
た
衝
撃
で
ハ
ン

ド
ル
操
作
が
不
能
に
な
り
︑
ク
ル
マ
が
横
転
も

し
く
は
ス
ピ
ン
し
て
︑
後
続
車
を
巻
き
込
む
形

が
︑
最
も
悲
惨
な
ケ
ー
ス
だ
と
い
え
ま
す
︒

　

日
本
国
内
で
も
以
前
︑﹁
高
速
道
路
上
で
タ
イ

ヤ
バ
ー
ス
ト
し
た
交
通
事
故
の
実
態
﹂
に
つ
い
て

分
析
し
た
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
︒
そ

れ
に
よ
る
と
︑
乗
用
車
タ
イ
ヤ
４
輪
の
う
ち
︑

バ
ー
ス
ト
の
位
置
で
死
亡
事
故
の
比
率
が
変
わ

る
と
い
う
の
で
す
︒
前
輪
タ
イ
ヤ
が
バ
ー
ス
ト
し

て
死
亡
事
故
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
︑
後
輪
タ
イ
ヤ

の
１
・
６
倍
で
︑さ
ら
に
同
じ
前
輪
タ
イ
ヤ
で
も
︑

左
右
で
危
険
度
が
異
な
り
︑
タ
イ
ヤ
バ
ー
ス
ト

に
よ
る
死
亡
事
故
で
最
も
多
い
の
は
﹁
右
（
運

能
に
な
る
の
で
︑
そ
の
と
き
は
速
度
が
落
ち
る
の

を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

こ
こ
最
近
は﹁
線
状
降
水
帯
﹂の
発
生
に
よ
り
︑

場
所
に
よ
っ
て
は
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
シ
ャ
ワ
ー

状
の
雨
が
数
時
間
お
き
に
路
面
を
濡
ら
し
ま
す
︒

高
速
道
路
を
走
行
中
︑
白
く
乾
い
た
路
面
が
見

え
た
こ
と
か
ら
﹁
も
う
大
丈
夫

だ
ろ
う
﹂
と
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

て
カ
ー
ブ
を
曲
が
っ
た
瞬
間
︑

タ
イ
ヤ
が
ス
リ
ッ
プ
し
︑
車
体

が
ス
ピ
ン
す
る
事
例
が
多
発
し

て
い
ま
す
︒
実
は
︑﹁
雨
の
降
り

は
じ
め
﹂
が
最
も
タ
イ
ヤ
が
ス

リ
ッ
プ
し
や
す
い
時
間
で
あ
り
︑

こ
れ
は
新
品
タ
イ
ヤ
で
あ
っ
て

も
同
じ
で
す
︒
筆
者
は
︑
線
状

降
水
帯
の
雨
天
路
面
を
﹁
ブ
ラ

ッ
ク
レ
イ
ン
バ
ー
ン
﹂
と
呼
ん
で

い
ま
す
︒
今
︑
日
本
の
自
動
車

教
習
所
で
最
も
教
え
て
ほ
し
い

危
険
な
路
面
で
す
の
で
︑
ぜ
ひ

注
意
し
て
く
だ
さ
い
︒

 

第
180
回
「
ブ
ラ
ッ
ク
レ
イ
ン
バ
ー
ン
」

～ 追越し編 ～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�追越しとは、進路を変えずに、進行中の前車の側方を通過
し、その前方に出ることをいう。（ ○・× ）

❷	�他の車両を追い越そうとするときは、その前車の右側を通行
しなければならない。（ ○・× ）

❸	�前車がその前を進行している自転車を追い越そうとしている
ときに、その前車を追い越そうとすると、二重追越しで違反
となる。（ ○・× ）

❹	�車両通行帯のあるトンネルでは追越しは禁止されている。　
（ ○・× ）

❺	�横断歩道とその手前30メートル以内の場所は追越しが禁止さ
れている。（ ○・× ）

（解答は9面）

各
種
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
改

修
︑
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
等
に
か
か
る
費
用
︑
②

そ
の
他
︑
共
同
物
流
の
実
施

に
際
し
て
要
す
る
費
用
の
う

ち
事
務
局
が
認
め
た
費
用

（
例
:
共
同
物
流
運
賃
︑

共
同
倉
庫
利
用
料
等
）︒
応

募
期
限
は
10
月
23
日
㈮
17
時

（
必
着
）︒

　

同
事
業
に
関
す
る
詳
細

は
︑
国
交
省

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

 

「
ド
ラ
イ
バ
ー
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
」
を
義
務
化

新
型
車
は
令
和
13
年
９
月

継
続
生
産
車
は
15
年
９
月

か
ら
適
用

　

国
土
交
通
省
で
は
今
般
︑

国
連
自
動
車
基
準
調
和
世
界

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
国
際
基
準
の

策
定
に
伴
い
︑
眠
気
警
報
装

置
・
脇
見
警
報
装
置
（
い
わ

ゆ
る
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
﹂）
に
関
す

る
要
件
を
盛
り
込
ん
だ
道
路

運
送
車
両
の
保
安
基
準
等
を

公
布
・
施
行
︒
同
装
置
の
普

及
に
よ
り
︑
運
転
者
の
眠
気

や
前
方
不
注
視
の
早
期
検
知

・
警
報
が
可
能
と
な
り
︑
居

眠
り
運
転
や
脇
見
運
転
に
起

因
す
る
交
通
事
故
の
未
然
防

止
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒
改

正
の
概
要
は
次
の
通
り
︒

①�

「
眠
気
警
報
装
置
」お
よ
び

「
脇
見
警
報
装
置
」
の
義

務
付
け

　

運
転
者
の
状
態
を
監
視

し
︑
眠
気
・
脇
見
を
検
知
し

た
場
合
に
運
転
者
へ
警
報
す

る
装
置
（
眠
気
警
報
装
置
・

脇
見
警
報
装
置
）
を
備
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定

（
保
安
基
準
第
43
条
の
11
お

よ
び
第
43
条
の
12
関
係
）

︻
対
象
車
種
︼

　

自
動
車
（
二
輪
自
動
車
︑

側
車
付
二
輪
自
動
車
︑
三
輪

自
動
車
︑
カ
タ
ピ
ラ
・
そ
り

を
有
す
る
軽
自
動
車
・
被
牽

引
自
動
車
を
除
く
）

︻
適
用
時
期
︼

・ 

新
型
車
:
令
和
13
年
９

月
・ 

継
続
生
産
車
:
15
年
９

月
︻
公
布
・
施
行
︼

・
公
布
:
８
年
９
月
30
日

・
施
行
:
同
10
月
20
日

②
そ
の
他

　

前
照
灯
照
射
方
向
調
節
装

置
の
備
え
付
け
に
関
す
る
明

確
化
等
そ
の
他
所
要
の
改
正

︻
公
布
・
施
行
︼

・
と
も
に
８
年
９
月
30
日

 

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」

被
害
・
対
応
報
告
と
論
点

整
理
を
実
施

国
土
幹
線
道
路
部
会

第
６
回
「
本
州
・
九
州

連
携
小
委
員
会
」

　

国
土
交
通
省
は
９
月
10 

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会 

道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路

部
会
の
第
６
回
﹁
本
州
・
九

州
連
携
小
委
員
会
﹂（
委
員

長
:
羽
藤
英
二
東
京
大
学

大
学
院
教
授
）を
開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
ま
ず
︑﹁
令
和

８
年
熊
本
地
震
﹂
に
お
け
る

被
害
と
対
応
に
関
す
る
事
務

局
か
ら
の
報
告
を
受
け
︑
委

員
間
で
意
見
を
交
換
︒
続
い

て
︑
本
州
・
九
州
間
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
運

用
に
関
す
る
論
点
整
理（
案
）

に
つ
い
て
事
務
局
が
説
明
後
︑

委
員
間
で
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
︒

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
︑
今
回
の
論
点
整
理

・
意
見
交
換
を
踏
ま
え
︑
次

回
に
基
本
方
針
を
取
り
ま
と

め
る
予
定
︒

 

直
轄
国
道
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の

予
防
的
な
事
前
通
行
規
制

の
導
入
を
拡
大

全
国
計
22
か
所
で

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
令
和

８
年
８
月
千
葉
豪
雨
に
お
い

て
︑
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
冠
水

に
よ
り
人
的
被
害
等
が
発
生

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
︑
今
後

の
大
雨
発
生
時
に
お
け
る
同

様
の
冠
水
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
予
防
的
な
事
前
通
行

規
制
を
こ
れ
ま
で
全
国
７
か

所
（
表
１
）に
お
い
て
導
入
︒

今
般
︑
千
葉
豪
雨
以
降
も
全

国
で
大
雨
が
続
い
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
︑
予
防
的
な
事

前
通
行
規
制
の
導
入
を
拡
大

し
︑
冠
水
実
績
等
を
踏
ま
え

て
新
た
に
15
か
所
（
表
２
）

を
加
え
た
計
22
か
所
で
運
用

す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

規
制
基
準
に
つ
い
て
は
︑

防
災
気
象
情
報
や
時
間
雨
量

を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
こ
と

と
し
︑
詳
細
は
追
っ
て
各
地

方
整
備
局
か
ら
発
表
予
定
︒

 

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
冠
水
事
故

防
止
に
向
け
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
新
た
に
策
定

　

国
土
交
通
省
は
10
月
６

日
︑
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
冠
水

事
故
防
止
に
向
け
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
︑
公
表
し

た
︒

　
﹁
令
和
８
年
８
月
千
葉
豪

雨
﹂
で
は
︑
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

の
冠
水
に
よ
り
人
的
・
物
的

被
害
が
発
生
し
︑
そ
の
後
も

各
地
で
大
雨
に
よ
る
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
の
冠
水
に
伴
い
︑
同

様
の
人
的
・
物
的
被
害
が
発

生
し
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
︑
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
冠
水

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

は
︑
排
水
設
備
等
に
よ
る
冠

水
防
止
の
み
に
依
存
す
る
こ

と
な
く
︑
冠
水
の
お
そ
れ
が

高
ま
っ
た
段
階
で
の
予
防
的

な
事
前
通
行
規
制
や
︑
冠
水

時
に
お
け
る
速
や
か
な
通
行

規
制
を
行
う
と
と
も
に
︑
通

行
規
制
時
に
車
両
を
確
実
に

進
入
さ
せ
な
い
た
め
の
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
︒

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
一

層
推
進
す
る
た
め
︑
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
の
冠
水
リ
ス
ク
に
応

じ
た
通
行
規
制
︑
車
両
進
入

防
止
対
策
等
の
基
本
的
な
考

え
方
を
体
系
的
に
整
理
し
︑

道
路
利
用
者
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
︑
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑

①
﹁
予
防
的
な
事
前
通
行
規

制
︑
冠
水
時
に
お
け
る
速
や

か
な
通
行
規
制
﹂︑﹁
車
両
進

入
防
止
対
策
﹂︑﹁
排
水
機
能

の
確
保
等
﹂
を
組
み
合
わ
せ

た
多
重
防
御
︑
②
異
常
発
生

時
に
も
安
全
側
に
移
行
で
き

る
フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
の
考
え

方
を
設
定
︱
︱
を
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
︑
設
備
お
よ

び
運
用
の
両
面
か
ら
各
箇
所

の
状
況
に
応
じ
て
︑
実
効
性

の
あ
る
冠
水
事
故
防
止
対
策

を
講
じ
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
︒

  

災
害
時
の
支
援
物
資
輸

送
体
制
構
築
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助

11
月
30
日
㈪
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
物
流
拠
点
機
能
強
化
支
援

事
業
費
補
助
金
（
非
常
用
電

源
設
備
の
導
入
補
助
事
業
お

よ
び
災
害
時
の
支
援
物
資
輸

送
体
制
構
築
促
進
事
業
）﹂

の
二
次
公
募
を
受
け
付
け
て

い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
物
流
施
設
に

お
け
る
非
常
用
電
源
設
備
の

導
入
支
援
お
よ
び
官
民
が
連

携
し
て
行
う
支
援
物
資
輸
送

訓
練
を
通
じ
︑
災
害
時
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
確
保
や

災
害
時
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
に

お
け
る
円
滑
な
支
援
物
資
輸

送
体
制
構
築
促
進
の
構
築
・

強
化
を
促
す
た
め
に
行
っ
て

い
る
も
の
︒

　

公
募
期
間
は
︑
11
月
30
日

㈪
ま
で（
必
着
）︒
詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー

等
導
入
支
援
、
２
次
公

募
受
付
中

11
月
27
日
㈮
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
７
年
度
物
流
効
率
化
等

推
進
事
業
費
補
助
金
﹁
中
小

物
流
事
業
者
の
労
働
生
産
性

向
上
事
業
（
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト

リ
フ
タ
ー
等
導
入
等
支
援
）﹂

の
２
次
公
募
を
受
け
付
け
て

い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
中
小
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
経
営
の
構

造
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
︑
車
両
の
効
率

化
設
備
の
導
入
等
︑
業
務
効

率
化
︑
経
営
力
強
化
お
よ
び

人
材
確
保
・
育
成
に
対
し
て

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
︒
令
和
８
年
２
月

７
日
~
11
月
27
日
の
間
に
表

で
示
し
た
対
象
機
器
等
の
導

入
等
を
実
施
し
た
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
︑

導
入
費
用
等
の
２
分
の
１
ま

た
は
４
分
の
１
を
支
援
す
る
︒ 　

申
請
受
付
期
間
は
︑
８
年

11
月
27
日
㈮
ま
で
（
17
時
必

着
︒
補
助
金
申
請
額
が
予
算

額
を
超
過
し
た
場
合
︑
補
助

金
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
る
）︒

　

同
事
業
に
関
す
る
詳
細

は
︑
執
行
団
体
で
あ
る
㈱
日

本
能
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

中
小
物
流
事
業
者
の
労
働

生
産
性
向
上
事
業
費
補
助

金
の
４
次
公
募
を
受
付
中

10
月
23
日
㈮
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
中
小
物
流
事
業
者
の
労
働

生
産
性
向
上
事
業
費
補
助
金

（
共
同
輸
配
送
や
帰
り
荷
確

保
等
の
た
め
の
物
流
デ
ー
タ

連
携
促
進
支
援
事
業
）﹂
の

４
次
公
募
を
受
け
付
け
て
い

る
︒

　

同
事
業
は
︑﹁
物
流
情
報

標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
活

用
し
て
共
同
輸
配
送
や
帰
り

荷
の
確
保
︑
保
管
・
輸
送
経

路
の
最
適
化
等
の
物
流
効
率

化
を
図
る
た
め
に
︑
複
数
の

荷
主
・
物
流
事
業
者
間
︑
物

流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
物
流
マ

ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
等
）
提

供
者
等
が
連
携
し
て
﹁
物
流

・
商
流
情
報
の
オ
ー
プ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹂
の
構
築

や
運
営
を
行
う
事
業
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
︒

　

補
助
対
象
者
は
複
数
の
荷

主
企
業
等
（
荷
主
企
業
２
社

以
上
︹
必
須
︺︑物
流
事
業
者

︹
貨
物
運
送
事
業
者
︑ 

倉
庫

業
者
等
︺︑
そ
の
他
物
流
に

係
る
関
係
者
︹
物
流
シ
ス
テ

ム
事
業
者
等
︺）
か
ら
構
成

さ
れ
る
協
議
会
︒
補
助
対
象

経
費
は
︑
①
物
流
情
報
標
準

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た

表　補助対象事業
種類 補助金対象事業 補助対象経費 申請資格 補助率 補助金の上限額

１．車両の効率化
設備の導入等

事業

①テールゲートリフター
テールゲートリフターの導入に必
要な経費（消費税および地方消費
税を除く）

⑴中小トラック運送事業者
⑵�上記⑴にトラックを貸渡すリース事業
者（③を除く）

1/4
1 台当たり　アーム式 15万円、
垂直式 15 万円、後部格納式 30
万円、床下格納式 30万円

②トラック搭載型クレーン トラック搭載型クレーンの導入に
必要な経費（同） 1/4 1 台当たり　大型 135 万円、中

型 120万円、小型 105万円
③�トラック搭載用 2 段積みデ
ッキ

トラック搭載用 2段積みデッキの
導入に必要な経費（同） 1/4 1 台当たり 36万円。ただし、補

助対象機器 1基当たり 12万円

④ダブル連結トラック ダブル連結トラックの導入に必要
な経費（同） 1/4 1 台当たり 1,100 万円

２．業務効率化
事業

⑤�物流連携最適化システム（車
両動態管理システムを除く）

補助対象事業に係るシステムの導
入に必要な経費（同）

⑴中小トラック運送事業者
⑵�中小トラック運送事業者と連携して⑤
の補助対象システムを導入する元請ト
ラック運送事業者、荷主企業または倉
庫業者

⑶�上記⑴または⑵に⑤～⑦の補助対象シ
ステムを貸渡すリース事業者

1/2 1 事業者当たり 500万円

⑥�業務効率化システム（車両動
態管理システムを除く）

補助対象事業に係るシステムの導
入に必要な経費（同） 1/2 1 事業者当たり 250万円

⑦車両動態管理システム  ※１
車両動態管理システムの導入にか
かるデジタコ車載器導入に必要な
経費（車載器本体＋取付費）（同）

1/2
1 台当たり 12 万円（1 事業者
10台まで、⑤か⑥との同時導入
必須）

３．経営力強化
事業

⑧原価管理システム 原価管理システムの導入に必要な
経費（同）

⑴中小トラック運送事業者
⑵�上記⑴にシステムを貸渡すリース事業
者

1/2 1 事業者当たり 250万円

⑨M&A

M&A 等支援事業者との M&A に
係る仲介、コンサルティング費
用のうち、最終契約を成約させ
たM&A等支援事業者へ支払った
コンサルティング費用のみが対象
（同）

⑴中小トラック運送事業者
⑵M&Aにおける譲受人（買い手） 1/2 1 事業者当たり 1,000 万円

４．人材確保・
育成事業

⑩人材確保（求人活動等）

・�求人広告掲載等人材確保のため
のPR費用　（同）　※２

・�人材確保セミナー開催等に必要
な経費（同）　※３

・�人材確保のためのコンサルティ
ング費用　（同）　※４

・�就職氷河期世代を含む多様な人
材の試行雇用に対する人件費補
助（同）

⑴�中小トラック運送事業者で、次のいず
れかに該当するもの

・�「ホワイト物流」推進運動の「自主行動
宣言」を行っている

・�働きやすい職場認証制度による認証を取
得している

・パートナーシップ構築宣言を行っている

1/2
1 事業者当たり 15万円
※�人件費補助は 1か月 5万円を
最大として、最大 3か月

⑪人材育成

・�トラックドライバーに求められ
る技能取得に係る講習等の開催
費用（同）　※５

・�人材育成機関が実施する技能
取得に係る講習等の受講費用
（同）　※６

⑴�中小トラック運送事業者で、次のいず
れかに該当するもの

・�「ホワイト物流」推進運動の「自主行動
宣言」を行っている

・�働きやすい職場認証制度による認証を取
得している

・パートナーシップ構築宣言を行っている
⑵�上記⑴の従業員に対して講習等を実施
する人材育成機関

1/2 1 事業者当たり 15万円

⑫�中型免許、大型免許、けん引
免許およびフォークリフト
運転資格

運転免許および運転資格取得のた
めの教習、講習等に必要な経費
（同）

⑴�中小トラック運送事業者で、次のいず
れかに該当するもの

・�「ホワイト物流」推進運動の「自主行動
宣言」を行っている

・�働きやすい職場認証制度による認証を取
得している

・パートナーシップ構築宣言を行っている

1/2 1 人当たり 15万円※７
※ 1事業者当たり 5人まで

⑬外免切替等教習 外免切替等教習の受講費用（同） 1/2 1 人当たり 15万円※７
※ 1事業者当たり 5人まで

※１ �⑤～⑥いずれかのシステムとの同時導入（重複申請）が必要
※２ �人材を確保するために事業者等が行う自社または業界をPRするためのホームページ作成・改修費用、PR資料の作成費用、人材確保のためのイベントへの参加費用等が対象
※３ �人材確保のためのイベントを含むものとし、会場借り上げ、外部委託経費、出展料、これらに相当するもしくはこれらに類する費用が対象
※４ �経営全般に関するコンサルティングの内容の一環として、人材確保に係るコンサルティングを受けた場合は、人材確保に係るコンサルティングに要した費用だけが補助対象
※５ �技能取得に係る研修を開催するための会場借料、外部委託経費、これらに相当するもしくはこれらに類する費用が対象
※６ 人材育成機関等が行う技能取得に係る講習への参加費用等が対象
※７ �当該免許等取得について、助成金等の交付を受ける場合であって、当該助成金等の額と補助額等の合計が補助対象経費の額を上回るときは、当該上回る額を補助額から減額

表１　予防的な事前通行規制実施中の箇所（IC=インターチェンジ）
1 北海道 国道 44号釧路市旭アンダーパス 北海道
2 山形県 国道 7号広田 ICアンダーパス 東　北
3 山形県 国道 112号大宝寺アンダーパス 東　北
4 千葉県 国道 16号村田町アンダーパス 関　東
5 新潟県 国道 7号栗ノ木バイパス JR アンダー部 北　陸
6 鳥取県 国道 9号陰田地下道 中　国
7 高知県 国道 56号須崎市神田アンダーパス 四　国

表 2　今回の導入拡大箇所（BP=バイパス）
1 秋田県 E7秋田自動車道 小ヶ田函渠 東　北
2 千葉県 国道 357号千葉市役所前アンダーパス 関　東
3 新潟県 国道 116号新潟西 BPアンダーパス 北　陸
4 三重県 国道 1号四日市市川北アンダーパス 中　部
5 愛知県 国道 1号豊川市小坂井町アンダーパス 中　部
6 愛知県 国道 22号一宮市丹陽町アンダーパス 中　部
7 愛知県 国道 23号知立市上重原町アンダーパス 中　部
8 愛知県 国道 302号清須市一場町アンダーパス 中　部
9 岐阜県 国道 21号可児市今渡アンダーパス 中　部
10 岐阜県 国道 21号大垣市河間町４丁目アンダーパス 中　部
11 京都府 国道 9号千代原口トンネル 近　畿
12 京都府 国道 9号阪急京都線アンダーパス 近　畿
13 大阪府 国道 43号西成アンダーパス 近　畿
14 大阪府 国道 1号関目京阪ガード下 近　畿
15 広島県 国道 2号渕崎ランプ 中　国

令和７年産業連関構造調査令和７年産業連関構造調査
（運輸関連事業投入調査）を実施（運輸関連事業投入調査）を実施

　産業連関表は、一年間の国内すべての生産活動を一覧にしたもので、

種々の経済政策の策定、経済分析、経済予測等の基礎資料として大変重

要な統計です。この度、国土交通省は、令和７年の産業連関表作成のため、

必要な資料が既存統計から得られない運輸関連事業について、調査期間

中における売上高（事業収入）、総費用の項目別金額等を調査します。

　国交省から調査票が届いた会員事業者については、調査

へのご協力をお願いいたします。詳細は国交省ホームページ  

（二次元コード）をご参照ください。

国交省
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︱
︱
貴
社
の
事
業
概
要
に
つ

い
て
。

　

当
社
は
一
般
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
を
中
核
と
し
て
︑

倉
庫
事
業
︑
土
木
事
業
︑
観

光
事
業
を
手
が
け
て
い
ま
す
︒

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

で
は
︑
飲
料
水
︑
農
産
物
︑

鋼
材
︑
輸
入
果
実
︑
冷
凍
食

品
︑
プ
レ
カ
ッ
ト
木
材
︑
土

砂
な
ど
の
輸
送
の
ほ
か
︑
産

業
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
も
担

っ
て
い
ま
す
︒

︱
︱
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
に
至
っ
た

経
緯
は
。

　

当
社
で
は
︑
長
距
離
か
ら

近
距
離
ま
で
対
応
で
き
る
輸

送
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て

お
り
︑
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確

保
が
不
可
欠
で
す
︒
し
か
し

な
が
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
全
体
と
し
て
慢
性
的
な
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
に
直
面
し
て

い
る
中
で
︑
当
社
で
も
ど
の

よ
う
に
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
を
克
服
し
て
い
く
か
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
︒

　

そ
う
し
た
中
で
︑
令
和
７

年
４
月
に
︑
登
録
支
援
機
関

（
別
掲
）
で
あ
る
㈱
Ｇ
Ｌ
Ｏ

Ｒ
Ｙ 

Ｏ
Ｆ 

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ

の
出
村
康
作
代
表
取
締
役
と

出
会
い
︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
に
つ
い

て
提
案
を
受
け
ま
し
た
︒
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
︑
向
学
心

が
高
く
︑
真
面
目
で
一
生
懸

命
に
仕
事
に
取
り
組
み
︑
調

和
を
重
ん
じ
る
国
民
性
が
あ

り
ま
す
︒
ま
た
︑
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
人
口
は
約
２
・
85
億

人
と
世
界
で
４
番
目
に
多

く
︑
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
一

方
で
︑
現
地
で
は
仕
事
探
し

に
苦
労
し
て
い
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
︒
そ
し
て
︑

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
日
本
と
同

じ
左
側
通
行
で
あ
る
と
と
も

に
︑
右
ハ
ン
ド
ル
車
が
主
流

と
な
っ
て
お
り
︑
日
本
車
も

多
く
走
っ
て
い
ま
す
︒
こ
れ

ら
の
多
く
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
で

あ
る
た
め
︑
運
転
免
許
を
持

つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
多
く

が
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
の
運
転
経

験
が
あ
る
こ
と
も
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
の
面
で

大
き
な
利
点
に
な
っ
て
い
ま

す
︒

　

７
年
８
月
に
第
１
期
生
と

し
て
︑
20
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
が
２
人
入
社
し
ま
し
た

（
ギ
ナ
ン
ジ
ャ
ル
・
プ
デ
ィ

ア
ン
ト
さ
ん
︑
イ
プ
ト
ゥ
・

ス
ク
マ
・
マ
ハ
デ
ィ
タ
さ
ん
）︒

そ
の
後
︑
さ
ら
に
５
人
が
入

社
し
︑
現
在
は
７
人
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
が
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
在
籍
し
て
い
ま
す
︒

︱
︱
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
に
際
し
て

の
取
り
組
み
は
。

　

当
社
で
働
い
て
い
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の

中
に
は
︑
も
と
も
と
日
本
で

介
護
や
建
設
な
ど
の
仕
事
を

し
て
い
た
人
が
転
職
し
て
当

社
に
入
社
し
た
人
が
４
人

（
１
期
生
２
人
︑
３
期
生
２

人
）︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
採
用

後
に
日
本
に
来
た
人
が
３
人

（
２
期
生
）
い
ま
す
︒

　

ギ
ナ
ン
ジ
ャ
ル
さ
ん
は
平

成
29
年
に
技
能
実
習
生
と
し

て
来
日
し
︑
茨
城
県
の
金
属

プ
レ
ス
工
場
で
５
年
働
い
た

後
︑
令
和
５
年
か
ら
特
定
技

能
の
在
留
資
格
で
介
護
職
に

就
き
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑
６

年
に
特
定
技
能
の
対
象
分
野

に
自
動
車
運
送
業
が
追
加
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
︑
運
送

業
へ
の
転
職
を
決
め
︑
当
社

の
選
考
を
経
て
入
社
し
ま
し

た
︒ギ
ナ
ン
ジ
ャ
ル
さ
ん
は
︑

普
通
自
動
車
と
準
中
型
に
相

当
す
る
運
転
免
許
を
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
取
得
し
て
い
た
た

め
︑
外
免
切
替
に
よ
り
日
本

の
運
転
免
許
を
取
得
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

働
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
︒
ま
た
︑
ス
ク
マ
さ
ん

は
和
歌
山
県
内
の
建
設
会
社

で
特
定
技
能
１
号
と
し
て
３

年
間
働
い
て
お
り
︑
そ
の
当

時
か
ら
準
中
型
免
許
で
ダ
ン

プ
車
を
運
転
し
て
い
ま
し
た
︒

　

１
期
生
の
２
人
は
︑
も
と

も
と
日
本
で
生
活
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑
日
本

語
力
の
面
で
は
大
き
な
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

一
方
︑
２
期
生
の
３
人
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
採
用
活

動
を
行
い
ま
し
た
︒
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
在
住
の
外
国
人
採
用

に
際
し
て
は
︑
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｙ 

Ｏ
Ｆ 

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
社
が

現
地
で
人
柄
や
適
性
を
見
極

め
︑
人
材
教
育
を
行
っ
た
上

で
当
社
に
候
補
者
を
紹
介
︒

候
補
者
へ
の
面
接
を
経
た
上

で
採
用
す
る
と
い
う
形
で
︑

採
用
活
動
を
行
い
ま
し
た

（
７
面
に
別
掲
）︒
選
考
に

際
し
て
は
︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
環
境
や
候
補
者
の
人
柄
を

し
っ
か
り
確
認
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
︑
私
が
現
地

ま
で
渡
航
し
た
上
で
︑
20
人

の
候
補
者
と
面
接
を
実
施
︒

そ
の
う
ち
３
人
を
採
用
し
ま

し
た
︒
採
用
し
た
３
人
の
う

ち
２
人
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
経

験
者
で
し
た
︒
一
方
︑
残
り

の
１
人
は
こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ

バ
ー
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
︑
自
宅
か
ら
面
接

会
場
ま
で
４
０
０
㌔
㍍
の
道

の
り
を
バ
イ
ク
で
走
っ
て
き

た
と
い
う
ほ
ど
︑﹁
日
本
で

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
働
き
た

い
﹂
と
い
う
意
欲
に
満
ち
溢

れ
た
人
物
で
︑
そ
の
熱
意
に

心
惹
か
れ
︑
採
用
に
踏
み
切

り
ま
し
た
︒

　

採
用
か
ら
就
業
ま
で
の
間

に
︑
免
許
の
取
得
や
外
免
切

替
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
︑
当
社
の

場
合
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

採
用
か
ら
４
か
月
ほ
ど
で
就

業
し
て
い
ま
す
︒

　

就
業
後
に
は
日
本
人
ド
ラ

イ
バ
ー
と
同
様
︑
横
乗
り
指

導
を
徹
底
的
に
行
い
︑
各
運

行
ル
ー
ト
の
地
理
情
報
や
荷

主
先
で
の
荷
役
作
業
に
お
け

る
注
意
事
項
を
覚
え
て
も
ら

い
ま
す
︒
併
せ
て
日
本
の
交

通
ル
ー
ル
や
交
通
標
識
な
ど

に
つ
い
て
も
再
確
認
さ
せ
る

︱
︱
日
本
語
や
日
本
独
自
の

マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

日
本
語
が
あ
る
程
度
理
解

で
き
た
１
期
生
に
比
べ
て
︑

２
期
生
は
来
日
時
点
で
は
日

本
語
力
が
不
十
分
で
し
た
︒

そ
こ
で
︑
ま
ず
は
日
本
語
力

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
︒

　

ま
ず
︑
和
歌
山
県
内
で
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
ド
ラ
イ
バ
ー

を
採
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
徐
々
に
増
え
て
き

た
こ
と
も
あ
り
︑（
公
財
）

和
歌
山
県
国
際
交
流
協
会
の

協
力
を
得
て
月
に
２
回
日
本

語
講
師
を
招
き
︑
各
運
送
事

業
者
で
働
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
ド
ラ
イ
バ
ー
を
集
め
て
毎

回
約
１
時
間
半
の
日
本
語
教

室
（
７
面
に
別
掲
）
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
現
在
は
︑
当
社

を
含
め
て
４
社
か
ら
11
人
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ド
ラ
イ
バ

ー
が
一
緒
に
勉
強
し
て
い
ま

す
︒

　

日
本
語
教
育
は
外
国
人
ド

ラ
イ
バ
ー
の
育
成
に
欠
か
せ

な
い
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で

す
が
︑
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
多
く
が
日
々
の
業

務
で
手
一
杯
で
︑
外
国
人
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
日
本
語
教
育

ま
で
手
が
回
ら
な
い
事
業
者

も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
︒
複
数
の
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
︑
十

分
な
日
本
語
教
育
を
行
う
こ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒
各
ド

ラ
イ
バ
ー
の
適
性
を
見
極
め

た
上
で
︑
遅
く
と
も
３
か
月

ほ
ど
で
︑
１
人
で
乗
務
し
て

も
ら
い
ま
す
︒

︱
︱
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
受
け
入
れ
に
向
け
た
、

貴
社
の
今
後
の
方
向
性
は
。

　

特
に
地
方
で
は
︑
コ
ス
ト

を
費
や
し
て
日
本
人
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
す
る
求
人
募
集
を

か
け
て
み
て
も
︑
応
募
し
て

と
の
で
き
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

月
に
２
回
開
催
す
る
日
本

語
教
室
に
加
え
︑
小
学
１
~

３
年
生
用
の
漢
字
ド
リ
ル
を

使
い
な
が
ら
︑
当
社
の
外
国

人
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
と
し

た
日
本
語
の
勉
強
会
を
︑
乗

務
終
了
後
に
毎
日
30
分
程
度

行
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の
勉
強

会
で
は
︑
当
社
の
日
本
人
ド

ラ
イ
バ
ー
が
先
生
役
と
し
て

日
本
語
の
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
︒

　

ま
た
︑
２
期
生
に
対
す
る

お
客
様
へ
の
マ
ナ
ー
や
荷
役

作
業
に
お
け
る
注
意
事
項
に

つ
い
て
は
︑
ま
ず
日
本
人
の

管
理
者
が
日
本
語
で
説
明
し

た
上
で
︑
日
本
語
で
伝
わ
り

づ
ら
い
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
に

つ
い
て
は
１
期
生
か
ら
母
国

語
で
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
︒
当
社
で
は
︑
１
期
生

が
２
期
生
を
教
え
︑
理
解
を

深
め
た
２
期
生
が
３
期
生
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
い
う
流
れ

が
で
き
て
い
ま
す
︒

︱
︱
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
イ
ス

ラ
ム
教
徒
が
多
く
、
就
業
に

際
し
て
は
宗
教
上
の
課
題
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
貴
社
で

は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
９
割

ほ
ど
が
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰

し
て
お
り
︑
採
用
に
あ
た
っ

て
は
礼
拝
へ
の
対
応
が
課
題

と
な
り
ま
す
︒
当
社
で
は
︑

指
導
を
行
う
日
本
人
の
側
が

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
生
活
に
つ

い
て
理
解
し
た
上
で
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
に
接
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
︒
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
生
活
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
︑
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
と
打
ち
解
け
合

う
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
︒

礼
拝
に
つ
い
て
は
︑
乗
務
の

関
係
で
礼
拝
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
は
昼
休
み
や
乗
務

後
に
行
っ
て
も
ら
う
な
ど
の

対
応
を
取
っ
て
い
ま
す
︒

︱
︱
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
の
定
着
に
関
す
る
取

り
組
み
は
。

　

１
期
生
が
入
社
し
た
時
点

で
は
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の

住
ま
い
と
し
て
ア
パ
ー
ト
を

借
り
て
い
ま
し
た
が
︑
外
国

人
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
て
き

た
こ
と
も
あ
り
︑
現
在
で
は

戸
建
て
住
宅
を
２
棟
購
入

し
︑
住
ま
い
と
し
て
使
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
︒
な
お
︑

家
賃
に
つ
い
て
は
会
社
が
一

部
支
援
し
て
い
ま
す
︒

　

当
社
で
は
︑
日
本
人
従
業

員
が
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
積
極
的
に
声
が
け
を

行
い
︑
疑
問
や
不
安
の
解
消

に
努
め
て
い
ま
す
︒
双
方
向

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
で
︑
日
々
の
運
行
や

取
引
先
と
の
関
係
に
お
い
て

も
︑
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

　全日本トラック協会では10月１日㈭から、令和８年度下期中央近代化
基金「燃料費対策特別融資」の推薦申込公募受付を開始している。同融
資は、軽油等燃料費対策および環境・省エネに対する重要性に鑑み、ポ
スト新長期規制適合車または平成28年排出ガス規制適合車で、かつ平
成27年度燃費基準を達成した車両の導入、および自家用燃料供給施設
の整備に必要な設備資金に対し、利子補給を行うものである。
　また、同基金「補完融資」の公募も11月27日㈮まで受け付けている。
　申し込みに必要な書類や融資条件の詳細等については、全ト協ホーム
ページに掲載の公募要綱を参照。問い合わせは、都道府県トラック協会
または全ト協経営改善事業部（電話03-3354-1056）まで。

第50回  令和8年度　補完融資第50回  令和8年度　補完融資

❖公募推薦総枠
　30億円
❖公募期間
　令和8年6月10日㈬から11月27日㈮まで
（ただし、公募枠の30億円に達し次第、申し込みの受付を
　締め切る）
❖融資推薦対象者
　都道府県トラック協会（以下「都道府県ト協」）に加入している貨物自動車運送
事業法第3条または第35条の許可を受けた運送事業者、その共同体およびその持
株会社（傘下の貨物自動車運送事業者に係る資金調達を行うものに限る、以下、事
業者）であって、株式会社商工組合中央金庫（以下、商工中金）または商工中金の
代理店の取引資格があるもの（予定を含む）

❖対象事業
①�トラックターミナル・配送センター等の物流施設の整備に要する資金
・�近代化・合理化のための事務機器等の設置購入に要する資金を含む
・「補修・改修」に要する資金を含む
②人材確保および生産性向上のための設備
・�福利厚生施設の整備に要する資金（男女別施設〔トイレ・更衣室・休憩室等〕
を含む）

・�荷役機械購入に要する資金（テールゲートリフターの設置を含む）
　※車両購入および改造は除く
❖融資限度
　事業規模が1億円以上の大規模プロジェクトで、申込会員の令和8年度以降の投
資額の30％以内で未払金額の範囲内とする
　ただし、上限金額は5億円とし、投資額の30％が5千万円未満の場合は5千万円
とする
❖利子補給率
　年1.1%
❖都道府県ト協から全ト協宛て融資推薦期限
　（全ト協必着日）
	 第4回令和8年	10月	30日（金）
	 第5回	 11月	30日（月）
❖融資推薦適否決定通知予定日
	 第4回令和8年	11月	16日（月）
	 第5回	 12月	15日（火）

第50回  令和８年度下期　燃料費対策特別融資第50回  令和８年度下期　燃料費対策特別融資

❖公募推薦総枠
　40億円（通年）
❖公募期間
　令和8年10月1日㈭から12月30日㈬まで
（ただし、公募額の40億円〔通年〕に達し次第、申し込みの受付を
　締め切る）
❖融資推薦対象者
　都道府県ト協に加入している貨物自動車運送事業法第3条または第35条の許可を受
けた運送事業者、その共同体およびその持株会社（傘下の貨物自動車運送事業者に係
る資金調達を行うものに限る）であって、商工中金または商工中金の代理店の取引資格
があるもの（予定を含む）
❖対象資金
①�ポスト新長期規制適合車または平成28年排出ガス規制適合車で、平成27年度
燃費基準を達成した車両の導入に必要な設備資金

②�自家用燃料供給施設整備に必要な設備資金
❖融資限度
　2千万円（都道府県ト協の限度額とは別枠とする）
❖利子補給率
　年1.1％
❖都道府県ト協から全ト協宛て融資推薦期限
　（全ト協必着日）
	 第4回	令和8年 10月	30日（金）
	 第5回	 11月	30日（月）
	 第6回令和9年	 1月	  8日（金）
❖融資推薦適否決定通知予定日
	 第4回	令和8年 11月	16日（月）
	 第5回	 12月	15日（火）
	 第6回令和9年	 1月	15日（金）

鳥羽　弘基
代表取締役

令和8年度令和8年度  中央 近代化 基金融資推薦申込公募中央 近代化 基金融資推薦申込公募全ト協

6月10日〜11月27日

10月1日〜12月30日

第
３
回

株
式
会
社
鳥
羽
運
送
（
和
歌
山
県
）

慢
性
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
打
開
す
る
た
め
に

７
人
の
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
を
採
用
・
育
成

日
本
語
や
文
化
・
宗
教
の
壁
を
越
え
て

外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
定
着
を
力
強
く
支
援

特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
・
育
成
を
通
じ

中
小
運
送
事
業
者
の
生
き
残
り
を
か
け
る

　
生
産
性
向
上
や
国
内
労
働
力
の
確
保
の

た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
も
、
な
お
人

材
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
産
業
分
野
に
お
い
て
、
一
定
の
専
門
性

・
技
能
を
有
し
、
即
戦
力
と
な
る
外
国
人

材
を
確
保
す
る
た
め
、
就
労
を
目
的
と
し

た
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
が
創
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
動
車
運
送
業
分
野
に
お
い

て
は
令
和
６
年
以
降
、「
特
定
技
能
１
号

評
価
試
験
」
に
合
格
し
た
外
国
人
の
受
け

入
れ
が
可
能
と
な
り
、
特
定
技
能
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
が
物
流
の
最
前
線
で
活
躍
し

始
め
て
い
ま
す
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
特
定
技
能
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
採
用
担
当
者
等
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
和
歌
山
県
和

歌
山
市
の
㈱
鳥
羽
運
送
に
お
け
る
取
り
組

み
を
、
鳥
羽
弘
基
代
表
取
締
役
に
聞
き
ま

し
た
。

登録支援機関とは？
　特定技能１号として外国人を受け入れる企業等には、「１号特定技能外国人
支援計画」を作成し、入国から帰国まで一連のサポートを行うことなどが求められる。
このサポートについては、「登録支援機関」に委託することもできる。
　登録支援機関とは、外国人を受け入れる企業等から委託を受け、特定技能 1
号の外国人労働者がスムーズに日本で働けるよう支援を行う。登録支援機関に
委託することで、外国人を受け入れる企業等には主に次のようなメリットが期待さ
れる。

①�支援計画の作成などを登録支援機関に委託することで、外国人を受け入れる
企業等の業務負担を軽減できる

②�外国人が安心して就労できるためのサポートを行うことで、外国人とトラブルにな
りにくい

③�外国人が安心して働ける環境や快適に生活できる住まいを
整えることで、外国人労働者の定着率アップが期待できる

　登録支援機関の詳細については、出入国在留管理庁のホ
ームページ（二次元コード）を参照。

業
務
前
点
呼
を
受
け
る
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
ド
ラ
イ
バ
ー
１
期
生
の
ギ
ナ
ン

ジ
ャ
ル
さ
ん
㊨

同社で働いている7人のインドネシア人ドライバーと、鳥羽社長（左から6人目）、同
社の管理者らが力強くガッツポーズを取る

特
定
技
能
外
国
人
を
中
小
運
送
事
業
者
の
力
に

日
本
と
親
和
性
の
高
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
積
極
採
用

シリーズ　特定技能外国人ドライバー受入事業者特集

特定技能外国人が活躍できるトラック運送業界を目指して特定技能外国人が活躍できるトラック運送業界を目指して

株式会社鳥羽運送
本社所在地　和歌山県和歌山市直川160-31
代表者　　　代表取締役　鳥羽　弘基
創　業　　　昭和35年
設　立　　　平成14年
資本金　　　1,000万円
従業員数　　90人（うちドライバー85人）
車両台数　　100台
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く
る
人
が
少
な
く
︑
費
用
対

効
果
が
低
い
こ
と
が
悩
み
の

種
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
外
国

人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
場
合
は
︑

信
頼
度
の
高
い
登
録
支
援
機

関
を
活
用
す
る
こ
と
で
︑
会

社
が
求
め
る
人
材
を
し
っ
か

り
と
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
︒

　

特
定
技
能
１
号
の
受
け
入

れ
人
数
の
上
限
は
︑
自
動
車

運
送
業
で
は
２
万
２
１
０
０

人
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒

今
年
６
月
末
時
点
で
の
在
留

者
数
は
５
５
８
人（
速
報
値
）

と
︑
現
状
で
は
ま
だ
少
な
い

で
す
が
︑
大
手
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
が
年
に
数
百
人
程

度
採
用
し
は
じ
め
れ
ば
︑
す

ぐ
に
上
限
に
達
し
て
し
ま
う

と
み
て
い
ま
す
︒
特
定
技
能

制
度
は
︑
人
材
不
足
に
苦
し

ん
で
い
る
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
こ
そ
が
積
極
的
に

活
用
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

と
︑
言
葉
や
宗
教
︑
文
化
の

壁
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
︑

特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ

ー
の
受
け
入
れ
に
二
の
足
を

踏
ん
で
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
も

少
な
く
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
︒
１
社
だ
け
の
取
り
組
み

で
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
出

て
く
る
こ
と
か
ら
︑
周
り
の

中
小
運
送
事
業
者
と
共
同
で

特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ

ー
の
受
け
入
れ
態
勢
整
備
を

進
め
る
こ
と
も
効
果
的
だ
と

考
え
ま
す
︒

　

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
生
き
残
り
を
か
け
て
︑

今
こ
そ
特
定
技
能
外
国
人
ド

ラ
イ
バ
ー
の
確
保
・
育
成
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
す
︒

　

当
社
と
し
て
は
︑
特
定
技

能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
を
年

内
に
10
人
ま
で
増
や
し
︑
さ

ら
に
３
年
後
に
は
30
人
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
︒
将
来
的

に
は
︑
全
従
業
員
に
占
め
る

特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ

ー
の
割
合
を
30
％
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒

︱
︱
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
を
検
討

し
て
い
る
事
業
者
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
。

　

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
中
に
は
︑
外
国
人
採
用

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
乏
し
い
こ
と
︑

ま
た
外
国
人
の
育
成
・
教
育

に
手
間
を
必
要
と
す
る
こ

インドネシア人ドライバーのやる気や熱意を高く評価
和扇運輸㈱（和歌山県和歌山市）　取締役部長　岡﨑　安博氏

　当社では、インドネシア出身の特定技能外国
人ドライバーを1人採用。また、別に1人に内
定を出しています。
　現在当社で勤めているドライバーは、入社から
2か月ほどが経ち、現在は近距離輸送にあたっ
ています。近々大型免許を取得し、大型トラック
にも乗務する予定です。
　彼の仕事に対するやる気や熱意は非常に高
く、とても評価しています。

将来の飛躍を見据えて　特定技能外国人ドライバーの採用を強化
㈱アートラック・シマダ（和歌山県和歌山市）　代表取締役　嶋田　詔太氏

　当社では現時点でインドネシア出身の特定技
能外国人 3人に内定を出しているほか、１人と
面接を行っています。将来的には５人ほど採用し
たいと考えています。
　鳥羽運送さんで働いている外国人ドライバーを
見て、人柄がよく仕事ぶりも一生懸命だったこと
から、当社でも採用に踏み切りました。

外国人ドライバーにとっても働きやすい環境整備を進める
㈱酒本運送（和歌山県有田川町）　Chief Digital Officer　阪本　英太氏

　当社ではインドネシア出身の特定技能外国人
ドライバーを2人採用しているほか、3人に内定
を出しています。
　外国人ドライバーの受け入れは当社にとって
初の試みでしたが、今では問題なく日本人ドライ
バーや荷主担当者とのコミュニケーションも取れ
ています。
　今後も特定技能外国人ドライバーの採用を増
やしていくために、日本人にとっても外国人にと
っても働きやすい環境整備を進めていきます。

　

㈱
鳥
羽
運
送
で
は
︑
同
じ

く
和
歌
山
県
内
に
拠
点
を
構

え
る
和
扇
運
輸
㈱
︑
㈱
酒
本

運
送
︑
㈲
出
水
運
送
と
共
同

で
毎
月
２
回
︑
特
定
技
能
と

　

令
和
６
年
３
月
に
︑
自
動

車
運
送
業
が
特
定
技
能
１
号

受
け
入
れ
対
象
分
野
に
追
加

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
︑
特

定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー

の
受
け
入
れ
に
取
り
組
む
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
︒一
方
で
︑

日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
へ

の
認
識
が
不
十
分
な
外
国
人

し
て
採
用
し
た
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
日
本
語
教

室
を
開
催
し
て
い
る
︒

　

９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た

日
本
語
教
室
に
は
︑
各
社
に

も
少
な
く
な
く
︑﹁
現
地
と

日
本
の
交
通
ル
ー
ル
が
違

う
﹂︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
が
こ
こ
ま

で
大
き
い
と
は
思
わ
な
か
っ

た
﹂
な
ど
の
理
由
で
ミ
ス
マ

ッ
チ
を
起
こ
し
︑
早
期
離
職

に
繋
が
る
事
例
も
増
え
て
い

ま
す
︒

　

当
社
で
は
︑
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
送
り
出
し
機
関
を
設
置

し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
候
補
者
の

紹
介
に
あ
た
り
︑
候
補
者
が

実
際
に
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る

﹁
現
地
同
乗
面
接
﹂
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
現
地
同
乗
面
接

を
行
う
こ
と
で
︑
候
補
者
の

所
属
す
る
特
定
技
能
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
11
人
が
出
席
︒

（
公
財
）
和
歌
山
県
国
際
交

流
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
講

師
が
︑
分
か
り
や
す
く
丁
寧

に
︑
日
本
で
の
生
活
や
業
務

で
使
わ
れ
る
日
本
語
に
つ
い

て
講
義
を
行
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
協
会
で
は
︑
県

内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の

従
業
員
お
よ
び
家
族
等
の
参

加
が
10
人
以
上
見
込
ま
れ
る

場
合
に
︑
県
内
事
業
者
に
対

し
て
無
償
で
日
本
語
講
師
の

派
遣
を
行
っ
て
い
る
︒ま
た
︑

複
数
企
業
に
よ
る
日
本
語
教

室
の
合
同
開
催
も
対
応
可
能

と
し
て
い
る
︒

運
転
技
術
だ
け
で
な
く
︑
安

全
意
識
・
状
況
判
断
・
人
柄

ま
で
現
地
で
直
接
確
認
を
行

い
ま
す
︒
書
類
や
オ
ン
ラ
イ

ン
面
接
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
部
分
ま
で
見
極
め
る
こ
と

で
︑
採
用
さ
れ
た
事
業
者
で

定
着
率
の
高
い
ド
ラ
イ
バ
ー

の
紹
介
を
実
現
し
て
い
ま
す
︒

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
人
気
の

職
種
と
な
っ
て
お
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た

い
と
い
う
人
材
は
今
後
さ
ら

に
増
え
て
い
く
と
み
て
い
ま

す
︒

ま
し
た
︒
そ
し
て
﹁
運
転
の

仕
事
を
し
て
︑
日
本
で
働
き

た
い
﹂
と
の
思
い
を
強
く
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
は
︑
日
本
に
来

て
初
め
て
乗
り
ま
し
た
︒
以

前
働
い
て
い
た
建
設
会
社
で

も
ダ
ン
プ
車
を
運
転
し
て
い

ま
し
た
が
︑﹁
も
っ
と
大
き
な

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
た
い
﹂
と

考
え
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
な
り
ま
し
た
︒

︱
︱
普
段
の
お
仕
事
の
中
で
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
ど

ん
な
時
で
す
か
。
ま
た
、
苦

労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
。

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
︒

そ
こ
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
プ
ロ
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
な
り
た
い
と
思
い
︑
当

社
に
転
職
し
ま
し
た
︒

　

入
社
し
た
て
の
頃
は
︑
車

両
が
大
き
く
︑
ま
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
車
の
運
転
に
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
が
︑
先
輩
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
添
乗
指
導
の

甲
斐
が
あ
っ
て
︑
徐
々
に
落

ち
着
い
て
運
転
操
作
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
い

ま
は
４
㌧
車
に
乗
務
し
て
い

ま
す
が
︑
運
転
に
は
す
っ
か

り
慣
れ
ま
し
た
︒

　

荷
主
の
担
当
者
か
ら
︑﹁
い

つ
も
あ
り
が
と
う
﹂︑﹁
運
転

が
上
手
だ
ね
﹂
と
言
わ
れ
る

と
︑う
れ
し
い
と
感
じ
ま
す
︒

一
方
で
︑
日
本
の
案
内
標
識

や
地
理
を
覚
え
る
の
に
苦
労

し
て
い
ま
す
︒

︱
︱
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
住
ん
で

い
る
ご
家
族
は
、
あ
な
た
が

日
本
で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持

っ
て
い
ま
す
か
。

　

日
本
で
初
め
て
ト
ラ
ッ
ク

を
運
転
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
︑

最
初
は
心
配
し
て
い
た
よ
う

で
す
︒
し
か
し
︑
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
仕
事
の
様
子
を
動

画
で
撮
影
し
て
家
族
に
見
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
︑
徐
々
に

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い

う
仕
事
へ
の
理
解
が
出
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
︒

︱
︱
会
社
の
同
僚
で
あ
る
日

本
人
ド
ラ
イ
バ
ー
や
管
理
者

の
方
と
は
、
ど
ん
な
関
係
を

築
け
て
い
ま
す
か
。

　

日
本
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
は
と
て
も
仲
良
く
し
て

く
だ
さ
っ
て
お
り
︑
気
軽
に

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
ま
す
︒

︱
︱
普
段
の
お
仕
事
の
中

で
、
気
を
付
け
て
い
る
点
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

　

運
転
や
荷
役
作
業
の
際

は
︑
慌
て
ず
に
ゆ
っ
く
り
行

う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
乗
務
す
る
ル
ー
ト
が

ひ
と
つ
で
は
な
く
︑
日
々
変

わ
る
た
め
︑
荷
物
の
積
み
卸

し
の
間
違
い
が
な
い
よ
う
に

特
に
注
意
し
て
い
ま
す
︒

︱
︱
休
み
の
日
に
は
、
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま

す
か
。

　

和
歌
山
県
内
に
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
料
理
を
提
供
す
る
飲

食
店
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

か
ら
︑
自
宅
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
の
仲
間
た
ち
を
招
き
︑

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
手
料
理
を

ふ
る
ま
っ
た
り
し
て
い
ま
す
︒

︱
︱
将
来
の
夢
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

日
本
の
物
流
の
し
く
み

は
︑
時
間
通
り
で
正
確
だ
と

感
心
し
て
い
ま
す
︒
日
本
で

物
流
の
仕
事
に
ず
っ
と
関
わ

運
行
中
に
分
か
ら
な
い
こ
と

や
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
時

に
は
︑
管
理
者
の
方
が
し
っ

か
り
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
︒

︱
︱
将
来
の
夢
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

将
来
は
け
ん
引
免
許
を
取

得
し
て
︑
ト
レ
ー
ラ
に
乗
務

し
た
い
と
思
い
ま
す
︒
そ
し

て
︑
い
つ
か
は
日
本
に
住
む

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
彼
女
と

一
緒
に
日
本
で
暮
ら
し
な
が

ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
仕
事
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
︒

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

し
か
し
︑
現
在
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
在
留

資
格
は
︑
特
定
技
能
１
号
と

し
て
の
在
留
期
間
が
通
算
で

最
長
５
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

現
時
点
で
は
自
動
車
運
送
業

は
︑
在
留
期
間
の
上
限
が
な

く
な
る
特
定
技
能
２
号
の
受

け
入
れ
対
象
分
野
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
︒

　

自
動
車
運
送
業
が
特
定
技

能
２
号
の
受
け
入
れ
対
象
分

野
と
な
っ
た
ら
︑
ぜ
ひ
と
も

特
定
技
能
２
号
資
格
を
取
得

し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

︱
︱
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
日
本

の
ア
ニ
メ
が
好
き
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
︑
日
本
に
対
す
る

憧
れ
の
気
持
ち
が
あ
り
ま
し

た
︒
ま
た
︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
日
本
製
の
自
動
車
が
多

く
走
っ
て
お
り
︑
私
も
大
人

に
な
っ
て
︑
日
本
製
の
自
動

車
を
運
転
す
る
よ
う
に
な
り

︱
︱
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　

も
と
も
と
車
が
好
き
で
︑

来
日
直
後
は
介
護
業
界
で
働

き
な
が
ら
乗
用
車
を
運
転
し

て
い
ま
し
た
︒
そ
の
車
は
オ

ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
だ
っ
た
た

め
︑
い
つ
か
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
や

も
っ
と
大
き
な
車
に
乗
っ
て

鳥
羽
運
送
と
協
力
し
な
が
ら
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
・
定
着
に
取
り
組
む

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
３
社
の
担
当
者
に
聞
く

地
域
の
運
送
会
社
が
連
携
し
て

　
　
　

外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
日
本
語
力
向
上
に
協
力

外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
日
本
語
教
室
を
開
催

登
録
支
援
機
関
に
聞
く

　
　
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ド
ラ
イ
バ
ー
紹
介
の
事
例

㈱
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｙ 

Ｏ
Ｆ 

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ　

代
表
取
締
役　

出
村　

康
作
氏

「
運
転
の
仕
事
を
し
て
日
本
で
働
き
た
い
」

「
運
転
の
仕
事
を
し
て
日
本
で
働
き
た
い
」

夢
が
か
な
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事

夢
が
か
な
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事

特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
プ
ト
ゥ・
ス
ク
マ・
マ
ハ
デ
ィ
タ
さ
ん�

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
、
25
歳
）

い
つ
ま
で
も
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
働
く
た
め

い
つ
ま
で
も
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
働
く
た
め

特
定
技
能

特
定
技
能
22
号
資
格
を
取
得
し
た
い

号
資
格
を
取
得
し
た
い

ギ
ナ
ン
ジ
ャ
ル・
プ
デ
ィ
ア
ン
ト
さ
ん�

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
、
30
歳
）

　㈱鳥羽運送では、地域のトラック運送事業者と連
携・協力しながら、特定技能外国人ドライバーの
採用・定着に取り組んでいる。
　ここでは、そのうちの３社の担当者に、各社にお
ける特定技能外国人ドライバーの採用の実情と今
後について話を聞いた。

４
社
に
所
属
す
る
外
国
人
ド
ラ
イ

バ
ー
を
集
め
て
行
わ
れ
た
日
本
語
教

室

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
み
な
熱
心
に
、日

本
語
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
た

ト
ラ
ッ
ク
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
ド
ラ
イ
バ
ー
１
期
生
の

ス
ク
マ
さ
ん

同社のトラックの前で活躍を誓い合う、インドネシア
人ドライバー１期生の２人
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大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
︑
令
和
７
年
度
は
１
２
８

件
発
生（
図
１
）︒
６
年
度（
１

２
０
件
）
よ
り
８
件
増
加
し

て
い
る
︒
ま
た
︑
車
輪
脱
落

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
︑

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
︑
タ
イ
ヤ
脱
着
時
の
確

実
な
作
業
お
よ
び
保
守
管
理

の
徹
底
を
呼
び
か
け
る
︒

︻
主
な
取
り
組
み
︼

・
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
︑

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ッ
プ
︑
整
備
事

業
者
等
に
対
し
︑
チ
ラ
シ
︑

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
７
年

度
に
発
生
し
た
車
輪
脱
落
事

故
車
両
１
２
８
台
の
う
ち
89

台
に
対
し
て
︑
各
部
品
の
劣

化
・
損
傷
状
態
や
︑
タ
イ
ヤ

脱
着
作
業
の
実
施
状
況
を
確

ポ
ス
タ
ー
︑
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︑
各
種

研
修
等
に
よ
り
︑
適
切
な
タ

イ
ヤ
脱
着
作
業
や
保
守
管
理

の
徹
底
を
周
知

・
大
型
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
経
営
者
層
に
対
し
︑
社

内
関
係
者
へ
車
輪
脱
落
事
故

の
危
険
性
を
伝
え
︑
適
切
な

タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
お
よ
び
保

事
故
に
伴
う
人
身
事
故
は
３

件
発
生
し
︑
３
人
が
軽
傷
を

負
っ
て
い
る
︒

　

車
輪
脱
落
事
故
の
月
別
発

生
件
数
（
７
年
度
）
を
み
る

と
︑
７
年
度
に
発
生
し
た
１

守
管
理
の
徹
底
を
周
知

・
車
輪
脱
落
予
兆
検
知
装
置

の
普
及
促
進

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
︑
大
型
車
の
車

輪
脱
落
事
故
防
止
の
た
め
の

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
折
り
込
ん

で
い
る
︒

認
す
る
﹁
事
故
車
両
調
査
﹂

を
実
施
し
た
︒

　

そ
の
結
果
︑

◇
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
と
ワ

ッ
シ
ャ
の
す
き
間
に
潤
滑
剤
の

塗
布
が
み
ら
れ
ず
︑
ホ
イ
ー

ル
・
ナ
ッ
ト
と
ワ
ッ
シ
ャ
が
ス

ム
ー
ズ
に
回
転
し
な
い
も
の

や
︑
ワ
ッ
シ
ャ
が
固
着
し
て
い

る
も
の

◇
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
や
ナ

ッ
ト
に
著
し
い
錆
が
あ
る
も

２
８
件
の
う
ち
︑
11
月
~
１

月
に
64
件
（
50
％
）
発
生
し

て
お
り
︑
冬
季
に
車
輪
脱
落

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
（
図
２
）︒　

　

の
や
︑
ゴ
ミ

等
の
異
物
が

付
着
し
て
い

る
も
の

◇
デ
ィ
ス
ク

・
ホ
イ
ー
ル

や
ハ
ブ
等
に

著
し
い
錆
が

あ
る
も
の

︱
︱
な
ど
︑

適
切
な
タ
イ

ヤ
脱
着
作
業

が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
車

両
が
確
認
さ

れ
た
︒

　

ま
た
︑
車
輪
脱
着
作
業
か

ら
車
輪
脱
落
事
故
発
生
ま
で

の
期
間
（
同
）
で
は
︑
車
輪

脱
着
作
業
後
１
か
月
以
内
に

車
輪
脱
落
事
故
が
発
生
し
た

も
の
が
︑
全
体
の
半
数
以
上

を
占
め
て
い
る
（
図
３
）︒

　

さ
ら
に
︑
７
年
度
に
発
生

し
た
車
輪
脱
落
事
故
の
事
故

原
因
に
つ
い
て
︑
タ
イ
ヤ
脱

着
作
業
内
容
別
に
分
類
す
る

と
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
な
ど
へ
の

タ
イ
ヤ
交
換
等
が
原
因
の
事

故
が
全
体
の
85
％
を
占
め
た

（
図
４
）︒

　

な
お
︑
脱
落
し
た
車
輪
位

置
（
図
５
）
を
み
る
と
︑
左

後
輪
が
95
％
と
︑
左
後
輪
が

脱
落
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
︑
こ
れ
は
例
年
の

傾
向
と
変
化
は
な
か
っ
た
︒

図１

図２

図３

図４ 図５

1 

令
和
７
年
度
の
車
輪
脱
落
事
故
発
生
状
況

事
故
発
生
件
数
は
増
加
傾
向
に

事
故
発
生
件
数
は
増
加
傾
向
に

1111
月
～
１
月
に
半
数
が
発
生

月
～
１
月
に
半
数
が
発
生

3 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
な
取
り
組
み

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
等
に
対
し
て

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
等
に
対
し
て

適
切
な
脱
着
作
業
・
保
守
管
理
徹
底
を
呼
び
か
け

適
切
な
脱
着
作
業
・
保
守
管
理
徹
底
を
呼
び
か
け

　
国
土
交
通
省
で
は
、
大
型
車
の
冬
用
タ

イ
ヤ
へ
の
交
換
時
期
に
車
輪
の
脱
落
事
故

が
増
加
す
る
傾
向
を
踏
ま
え
、
関
係
団
体

と
連
携
し
、
令
和
8
年
10
月
か
ら
9
年
2

月
に
か
け
て
「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
タ
イ
ヤ

脱
着
時
の
確
実
な
作
業
お
よ
び
保
守
管
理

の
徹
底
を
呼
び
か
け
る
。

　
ま
た
、
国
交
省
や
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
ほ
か
、
自
動
車
関
係
団
体
で
構
成
さ

れ
る
「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
対

策
に
係
る
調
査
・
分
析
検
討
会
」
で
は
、「
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
『
令
和
8
年

度
緊
急
対
策
』」
を
策
定
し
、
各
事
業
所
に

対
し
て
対
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
7
年
度
に
お
け
る
車
輪
脱

落
事
故
の
発
生
状
況
を
紹
介
す
る
ほ
か
、

「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
『
令
和

8
年
度
緊
急
対
策
』」に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

車輪脱落予兆検知装置の導入で、大型車車輪脱落事故ゼロへ車輪脱落予兆検知装置の導入で、大型車車輪脱落事故ゼロへ
車輪脱落予兆検知装置の普及に向けて自工会がチラシを作成

　（一社）日本自動車工業会では、トラック運送事業者向けチラシ「『車
輪脱落予兆検知装置』導入のご案内」（写真）を作成した。
　大型車の車輪脱落事故はトラック走行中に発生することが多く、走行
中にボルトやナットの異常に気づくことは非常に困難である。
　車輪脱落予兆検知装置は、走行中のホイール・ナットに異常が発生し、
車輪脱落のおそれが生じた場合、予兆を素早く検知し、ドライバーに知ら
せるものである。
　同チラシでは、同装置を活用しているトラック運送事業者へのインタビュー
を紹介しているほか、国土交通省が実施している車輪脱落予兆検知装置補
助金制度についても紹介している。
　同チラシは、国交省ホームページ（二次元コード）よりダウンロード可能。

⑴�傘下会員に対して、余裕を持って正しい脱着作業を行えるよ
う、冬用タイヤ交換の平準化を推進するとともに、これまで取
り組んできた次の実施事項について、引き続き取り組むよう
周知・徹底を図る。

①�運送事業者は、車輪脱落事故の危険性および発生時の社会
的影響について、トップダウンにより社内の整備管理者、運
転者およびタイヤ脱着作業者に周知・徹底すること。

②�運送事業者は、車輪脱落事故防止のための「お・と・さ・な・
い」のポイントについて、社内の整備管理者、運転者およびタ
イヤ脱着作業者に周知・徹底し、確実に実施させること。

③�整備管理者は、適切なタイヤ脱着作業の実施を確保するた
め、次の事項を徹底すること。

◆�タイヤ脱着作業日程および作業時間に余裕を持った、計画的
なタイヤ脱着作業を実施する。特に降雪地を運行する車両が
ある場合は、積雪予報が発せられた際に急な作業とならない
よう十分配慮する。

◆�自社でタイヤ脱着作業を行う際は、正しい知識を有した者に
実施させる。

④�整備管理者は、著しく錆びたホイール・ボルトやホイール・
ナット、ディスク・ホイールでは適正な締付力が得られないこ
とを理解すること。
　また、タイヤ脱着作業時に点検・整備や潤滑剤の塗布を
行っても錆が著しいディスク・ホイール、ひっかかり等の異状

がありスムーズに回らないホイール・ボルトおよびホイール・
ナットは、使用せず交換すること。
　特に、ホイール・ボルト、ナットが新品の状態から4年以上
経過している車両は入念に確認すること。
　なお、上記事項については、チラシ「ホイールボルト、ナット
やディスクホイール、ハブの錆に注意！」（二次元コード②）を
参考にされたい。

⑤�整備管理者は、増し締めをやむを得ず車載工具で行う場合の
実施方法について、運転者やタイヤ脱着作業者に指導するこ
と。なお、整備管理者は、車載工具で増し締めを行った場合
は、必ず帰庫時にトルク・レンチを使用して規定のトルクで締
め付けること。

⑥�運送事業者は、先進安全自動車（ASV）導入補助制度（二次
元コード③）を活用し、車輪脱落予兆検知装置の導入促進を
図るなど、ハード面の対策を含め車輪脱落事故防止に努める
こと。

⑵�依然として、自社でタイヤ脱着作業を行った貨物自動車によ
る車輪脱落事故が多く発生していることに鑑み、貨物自動車
運送事業者に対しては、次の実施事項を追加して取り組むよ
う周知・徹底する。

①�整備管理者は、自社で大型車のタイヤ脱着作業を行う場合、
作業者に対し別紙１（二次元コード④）のタイヤ脱着作業管
理表に沿って作業を実施するよう指示し、その結果を記録さ

せて、適切なタイヤ脱着作業が行われていることを確実に確
認すること。

②�整備管理者は、別紙１（二次元コード④）のタイヤ脱着作業
管理表を使用して、タイヤ脱着作業後の増し締めの実施結果
を記録し、確実に増し締めが実施されていることを確認する
こと。

③�整備管理者は、日常点検実施者に別紙２（二次元コード⑤）
の日常点検表を使用して、「ホイール・ナットの緩みおよび
脱落」、「ホイール・ボルト付近の錆び汁痕跡」、「ホイール・
ナットから突出しているホイール・ボルトの不揃いの確認」お
よび「ホイール・ボルトの折損等の異状」の点検を確実に行
わせること。
　なお、ホイール・ナットの緩みの点検については、点検ハン
マによる確認手法や、ホイール・ナットへマーキングを施す、ま
たは、ホイール・ナットの回転を指示するインジケーター類を
装着し、それらのずれを確認する手法により、確実に実施する
こと。

⑶�国土交通省から要請される「ホイール・ナットの緩みの総点
検」の実施および結果の報告について、傘下会員へ依頼する
こと（年末年始の安全総点検関係）。

⑷�全日本トラック協会においては、トルク・レンチを有していな
い営業所へ保有を働きかけること。

大型車の車輪脱落事故防止「令和8年度緊急対策」（二次元コード①）　全日本トラック協会実施事項全日本トラック協会実施事項
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事
故
車
両
調
査
結
果
よ
り

不
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
が

不
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
が

死
亡
事
故
に
も
繋
が
る
車
輪
脱
落
原
因
に

死
亡
事
故
に
も
繋
が
る
車
輪
脱
落
原
因
に

二次元コード①
大型車の車輪脱落
事故防止「令和8年

度緊急対策」

二次元コード③
ASVの導入に対する支援

二次元コード②
チラシ「ホイールボ
ルト、ナットやディ
スクホイール、ハブ
の錆に注意！」

二次元コード④
タイヤ脱着作業管理表

二次元コード⑤
日常点検表

10
月
か
ら
令
和
９
年
２
月
ま
で

「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施

冬
用
タ
イ
ヤ
交
換
時
に
は
確
実
な
作
業
の
実
施
を
！

国
交
省
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※
解
答
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
﹁
長

時
間
労
働
が
疑
わ
れ
る
事
業
場
に

対
す
る
令
和
７
年
度
の
監
督
指
導

の
結
果
﹂
に
よ
る
と
︑
運
輸
交
通

業
で
は
２
４
２
３
事
業
場
を
監
督

し
︑
２
０
７
２
事
業
場
で
労
働
基

準
関
係
法
令
違
反
を
確
認
し
た
︒

そ
の
う
ち
違
法
な
時
間
外
労
働
は

１
３
２
６
事
業
場
で
監
督
対
象
の

54
・
７
％
を
占
め
て
い
る
（
関
係

法
令
違
反
中
の
約
64
％
）︒な
お
︑

賃
金
不
払
残
業
は
１
６
３
事
業

場
︑
健
康
障
害
防
止
措
置
の
未
実

施
は
４
０
０
事
業
場
だ
っ
た
︒

　
﹁
年
間
最
大
残
業
９
６
０
時
間

が
施
行
に
な
っ
た
の
は
令
和
６
年

４
月
か
ら
︒
だ
が
７
年
度
に
な
っ

て
も
運
輸
業
界
は
依
然
と
し
て
長

時
間
労
働
が
多
い
と
い
う
結
果

だ
﹂︒
こ
の
よ
う
な
業
界
の
長
時

間
労
働
の
遠
因
は
ど
こ
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
低
賃
金
︑
長
時
間

労
働
の
現
状
は
︑﹁
失

わ
れ
た
30
余
年
﹂
と
の

関
連
で
と
ら
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
︒﹁
物

流
二
法
﹂
の
施
行
と
バ

ブ
ル
崩
壊
は
︑
偶
然
に

も
時
期
が
ほ
ぼ
重
な
っ

た
︒
そ
こ
で
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
原
因
を

バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
み
よ
う
︒

　

バ
ブ
ル
崩
壊
で
多
く
の
荷
主

企
業
は
経
営
の
再
構
築
に
迫
ら

れ
た
︒
こ
の
時
︑
本
来
な
ら
ば

生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
経

営
を
抜
本
的
に

再
構
築
す
べ
き
だ

っ
た
︒
だ
が
﹁
多

く
の
企
業
は
研

究
開
発
や
生
産

性
向
上
へ
の
投
資

を
怠
り
︑
正
規

雇
用
社
員
を
減

ら
し
て
非
正
規

雇
用
社
員
を
増

や
す
と
い
う
安

易
な
対
処
療
法

で
︑
目
先
の
利

益
を
追
求
し

た
﹂︒
そ
の
結
果
︑

30
余
年
を
経
て

振
り
返
っ
て
み
る

と
︑
日
本
の
生

産
性
は
世
界
の
先
進
的
な
国
々

に
劣
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
︒
同
時
に
︑
国
民
１
人
当
た

り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
︑
国
民
所
得
も

上
位
で
は
な
く
な
っ
た
︒

　

物
流
面
も
同
様
で
︑
バ
ブ
ル

崩
壊
後
に
荷
主
企
業
は
物
流
の

効
率
化
に
取
り
組
ま
ず
︑
た
だ
単

純
に
運
賃
・
料
金
の
単
価
を
切
り

下
げ
る
こ
と
で
﹁
物
流
合
理
化
﹂

を
進
め
て
き
た
︒
そ
れ
を
可
能
に

し
た
の
が
︑
小
規
模
事
業
者
の
増

加
と
︑
多
層
構
造
の
形
成
だ
っ
た

の
で
あ
る
︒﹁
そ
し
て
多
層
構
造
の

末
端
で
実
運
送
を
担
う
ド
ラ
イ
バ

ー
の
低
賃
金
︑
長
時
間
労
働
が
そ

れ
ら
を
容
易
に
し
た
﹂の
で
あ
る
︒

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
荷
主
企
業
の

利
益
の
源
泉
の
一
つ
が
︑
派
遣
労

働
者
な
ど
低
賃
金
の
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
増
加
と
︑
そ
れ
に
け
ん

引
さ
れ
た
正
規
雇
用
労
働
者
の
賃

金
水
準
の
低
下
だ
っ
た
︒
そ
れ
に

よ
り
︑
生
産
性
を
向
上
す
る
こ
と

な
く
﹁
国
際
競
争
力
﹂
を
維
持
し

て
き
た
︒
同
様
に
︑﹁
物
流
面
で

は
物
流
効
率
化
で
は
な
く
運
賃
・

料
金
単
価
の
切
り
下
げ
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
低
賃
金
︑
長
時
間
労
働

が
非
正
規
雇
用
労
働
者
と
同
様
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
﹂
の
だ
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
条
件
の
抜
本
的
改
善
に
は
︑

商
慣
行
の
見
直
し
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
︑﹁
適
正
原
価
﹂
や
﹁
事
業
許

可
更
新
制
﹂︑﹁
委
託
次
数
の
制
限
﹂

な
ど
の
意
義
を
再
認
識
し
て
︑
取

引
関
係
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
あ
る
︒

第
378
回

長時間労働と「失われた30余年」

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第160回］

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜 追越し編 〜
 【解 答】5面に問題

❶ ×（道路交通法第2条第1項第21
号）問題の場合は「追抜き」。追越
しとは、車両が他の車両等に追い
ついた場合において、その進路を
変えてその追いついた車両等の側
方を通過し、かつ、当該車両等の
前方に出ることをいう。
❷ ○（道路交通法第28条第1項）車
両は、他の車両を追い越そうとする
ときは、その追い越されようとする
車両の右側を通行しなければなら
ない。
❸ ×（道路交通法第29条）後車は、
前車が他の自動車又はトロリーバ
スを追い越そうとしているときは、
追越しを始めてはならないと定め

られているが、自転車は自動車でも
トロリーバスでもないので、自転車
を追い越そうとしている前車を追
い越しても二重追越しとはならな
い。
❹ ×（道路交通法第30条第2号）追
越し禁止場所として、「トンネル（車
両通行帯の設けられた道路以外の
道路の部分に限る）」とされており、
車両通行帯のあるトンネルの場合
の追越しは禁止されていない。
❺ ○（道路交通法第30条第3号）交
差点、踏切、横断歩道又は自転車
横断帯及びこれらの手前の側端か
ら前に30メートル以内の部分は追
越し禁止である。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
３
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①明け方は、眠気が最大になるとともに、注意力が落ち
ることから、事故のリスクが大きくなるため、運転に十
分な注意を払う必要があります。漫然と前車に追従し
ていると、歩行者の飛出し等で前車が急ブレーキをか
けた際に対応できず、追突してしまう危険があります。
これからの季節は、歩行者の服装も地味になり、発見
が遅れがちになります。明け方の運転で前車に追従
する時は、自分の注意力も低下していることを踏まえ
て、十分な車間距離を確保しながら走行しましょう。あ
くび等が出てくる場合は、一度運転を止めて休憩をと
りましょう。

②前方の信号が黄色点滅信号だからといって「交差点か
ら車は来ないだろう」と考えるのは危険です。通行して
いる車の中には「赤色点滅信号でも、注意して通行す
れば大丈夫だろう」と考えて、一時停止せずに交差点
に進入してくる車もいます。交差する道路の信号が赤
色点滅であっても、しっかり安全確認を行ったうえで、
交差点に進入するよう習慣づけておきましょう。

③この場面では、前方から二輪車が接近しています。二
輪車は、車体が小さいことから、実際よりも遠くにいる
ように見えるほか、スピードも遅く感じてしまいがちで
す。遠くにいると思って「先に右折できるだろう」と安
易に考え、右折を始めると、二輪車と衝突する危険が

①横断してきた歩行者に驚き、急ブレーキをか
けた前車に追突する危険があります（図１）。
②一時停止せずに交差点に進入してきた車と衝
突する危険があります（図2）。
③直進してきた二輪車と衝突する危険がありま
す（図3）。

　明け方、あなたは前車に追従して、右
折する交差点に差しかかりました。前
方の信号機は黄色が点滅しています。
この場面にはどのような危険がありま
すか。また、危険を避けるためにはどの
ような運転をすればよいでしょうか。考
えてみましょう。

図１

図２

図３

あります。こうした二輪車の特徴による事故パ
ターンを理解しておき、二輪車が接近している
時は、無理をせずに直進する二輪車を先に行
かせましょう。

黄色点滅

黄色点滅

赤色点滅

黄色点滅

黄色点滅

赤色点滅

黄色点滅

黄色点滅

赤色点滅

202×年、本は「読む」から「聞く」時代へ……!?

都道府県名 氏名 所属事業所名

北 海 道 中村　雄太 旭川郵便輸送㈱旭川営業所
岩 手 県 志田　　広 日本郵便輸送㈱東北支社岩手営業所
宮 城 県 大貫　良典 NX仙台塩竈港運㈱複合輸送支店
秋 田 県 堀部　健太郎 米代トラック㈱鷹巣営業所
山 形 県 山川　　嶺 西濃運輸㈱山形支店
群 馬 県 野村　達也 センヨシロジスティクス㈱本社営業所
埼 玉 県 清水　　優 ㈱ランテック北埼玉支店
千 葉 県 志保澤　諒太 センコー㈱千葉支店車輌センター
神 奈 川 県 伊藤　誠弥 常盤海運㈱本牧営業所
富 山 県 矢後　和之 伏木海陸運送㈱富山新港支店
石 川 県 川田　明夫 金沢日梱㈱本社営業所
福 井 県 小林　収明 センコー㈱北陸支店福井営業所
岐 阜 県 川瀨　正幸 ㈱エスラインギフ本社輸送部
静 岡 県 鈴木　陽介 センコー㈱名古屋主管支店浜松PDセンター
愛 知 県 石濱　雄也 ブルーエキスプレス㈱名古屋営業所

都道府県名 氏名 所属事業所名

三 重 県 松村　和茂 センコー㈱三重支店鈴鹿車輌センター
滋 賀 県 山下　　智 ㈱滋賀運送甲賀本店
大 阪 府 永井　政史 日通関西物流㈱トランスポート事業部コンテナ事業所大阪貨物ターミナル営業所
兵 庫 県 片桐　拓哉 日本通運㈱神戸支店ロジスティクス部輸送センター（神戸）
島 根 県 宮塚　孝志 エヌピー運輸岩国㈱江津営業所
広 島 県 谷本　一夫 日本通運㈱広島支店
山 口 県 平田　欣也 日本通運㈱下関支店
愛 媛 県 蘆谷　孝徳 住化ロジスティクス㈱愛媛事業所運輸部輸送課
福 岡 県 古屋　英利 日本通運㈱福岡海運支店オペレーションセンター輸送グループ
佐 賀 県 高栁　哲平 日本通運㈱福岡海運支店 JRコンテナ事業所 JRコンテナ鳥栖グループ
熊 本 県 宮村　法弘 南九州センコー㈱熊本営業所
大 分 県 宮﨑　義和 センコー㈱延岡支店大分ロジスティクスセンター
宮 崎 県 水永　伸広 宮崎センコー運輸整備㈱延岡営業所
鹿 児 島 県 海野　浩司 マルイ運輸㈱本店営業所
沖 縄 県 玉城　良彬 ㈱小禄運輸豊見城営業所

ト
レ
ー
ラ
部
門

ト
レ
ー
ラ
部
門
（（
3030
人
）
人
）

都道府県名 氏名 所属事業所名

北 海 道 角谷　雅美 日本通運㈱East カンパニーロジスティクス第五部北見物流事業所
宮 城 県 髙橋　二三子 東北自動車輸送㈱本社営業所
茨 城 県 須黒　麻美 大興運輸㈱結城物流センター
栃 木 県 猪瀨　裕子 ㈱サンコー本社営業所
群 馬 県 岡部　桃子 F-LINE ㈱北関東支店尾島物流センター
埼 玉 県 麻生　純子 西濃運輸㈱川越支店
神 奈 川 県 榎本　　舞 東海輸送㈱海老名営業所
長 野 県 佐藤　晃子 セイノースーパーエクスプレス㈱佐久航空営業所
富 山 県 坂下　恵美 一宮運輸㈱富山支店物流センター加工射水
岐 阜 県 切手　加代 日本郵便輸送㈱東海支社高山営業所
静 岡 県 大島　里美 ㈱ナルキュウ東部静岡営業所
愛 知 県 坂下　桃花 ㈱ユーネットランス豊田営業所

都道府県名 氏名 所属事業所名

三 重 県 岩本　はる美 ㈱ナルキュウ中部三重営業所
大 阪 府 髙須　美帆 西濃運輸㈱大阪支店
兵 庫 県 竹川　礼子 播調運輸㈱本社営業所
和 歌 山 県 石戸　遥香 鴻池運輸㈱鉄鋼関西支店業務第一部物流課
岡 山 県 佐故　桐子 ㈱ランテック岡山支店
高 知 県 弘瀬　花綸 ㈱丸中運送本社営業所
福 岡 県 行弘　可奈子 九州西濃運輸㈱福岡支店
佐 賀 県 中川　美琴 松浦通運㈱路線営業所
長 崎 県 中山　智美 幸運トラック㈱本社営業所
鹿 児 島 県 德元　香代子 ㈱松下運輸本社営業所
沖 縄 県 照屋　江里子 ㈱りゅうせき輸送事業部中部物流センター
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都道府県名 氏名 所属事業所名

北 海 道 加藤　正人 日本通運㈱East カンパニー札幌ネットワーク物流事業所札幌コンテナオペレーション課
青 森 県 坂田　裕也 西濃運輸㈱青森支店
岩 手 県 金田一　敦司 日本通運㈱East カンパニーロジスティクス第二部盛岡物流事業所盛岡営業課
宮 城 県 佐藤　直樹 西濃運輸㈱仙台南支店
秋 田 県 清水　友和 全農物流㈱秋田支店秋田事業所
福 島 県 小出　裕之 ㈱シンクラン東北支店郡山営業所
茨 城 県 沼田　輝彦 ロジスティード東日本㈱日立営業部日立輸送営業所
栃 木 県 関　哲也 ㈱八下田陸運宇都宮営業所
群 馬 県 新木　馨太 日本通運㈱群馬支店輸送課
埼 玉 県 野口　　明 西濃運輸㈱越谷支店
千 葉 県 松下　良太 日本通運㈱千葉支店南部輸送・戦力調整課市原グループ
東 京 都 久保寺　哲也 日本通運㈱東京支店ロジスティクスオペレーション部輸送課（平井）
神 奈 川 県 稲冨　　誠 東洋メビウス㈱川崎支店
新 潟 県 西巻　克哉 日本通運㈱新潟支店三条物流課
長 野 県 市川　浩樹 日本郵便輸送㈱長野営業所
富 山 県 新上　浩一朗 ケミプラス㈱本社営業所
石 川 県 川口　賢志郎 日本通運㈱北陸支店金沢重機建設課
岐 阜 県 野田　哲夫 西濃通運㈱本社営業所
静 岡 県 寺内　正樹 ダイオーロジスティクス㈱東日本支店
愛 知 県 麻生　雄太 岡崎通運㈱安全品質統括部
三 重 県 奥山　雅弘 日本通運㈱三重支店

都道府県名 氏名 所属事業所名

滋 賀 県 福井　喜敬 センコー㈱京滋主管支店栗東営業所
京 都 府 坂本　　宏 西濃運輸㈱京都支店
大 阪 府 東　　佑記 日本通運㈱大阪支店ロジスティクス部オペレーションセンター（豊中オペ）
兵 庫 県 笹谷　知司 レンゴーロジスティクス㈱三田営業所
和 歌 山 県 宮本　顕太朗 鴻池運輸㈱鉄鋼関西支店業務第一部物流課
鳥 取 県 山尾　知也 日本通運㈱山陰支店鳥取営業課（鳥取営業）
島 根 県 渡邊　一臣 日本通運㈱山陰支店出雲営業課
岡 山 県 押柄　賢忠 ㈲野口運輸商事岡山営業所
広 島 県 山路　善治郎 NX備通㈱尾道支店
山 口 県 板村　　卓 センコー㈱広島支店山口営業所
香 川 県 岡部　新悟 四国西濃運輸㈱三豊支店
愛 媛 県 小林　　彗 ダイオーロジスティクス㈱本社西日本支店
高 知 県 伊藤　大介 四国西濃運輸㈱土佐営業所
福 岡 県 髙山　　卓 日鉄物流㈱九州支店構外物流部高圧ガス輸送課
佐 賀 県 盛川　祐一郎 九州センコーロジ㈱輸送事業部輸送課
長 崎 県 清水　大地 幸運トラック㈱波佐見営業所
熊 本 県 宮本　良治 日本通運㈱熊本支店引越・美術品
大 分 県 稲葉　竜弦 ㈱中津急行本社営業所
宮 崎 県 西山　慎一 九州西濃運輸㈱宮崎支店
鹿 児 島 県 寺地　佑紀哉 ㈱ランテック鹿児島支店
沖 縄 県 赤木　幸二 ㈱りゅうせき輸送事業部浦添物流センター

　全日本トラック協会では、10月24日㈯～ 26日㈪の３日間、第 58 回「全国トラックドライバー・コンテスト」を開催する。
　同コンテストは、社会的責務を担うトラックドライバーとしての自覚と誇りを持たせ、業界を挙げた安全意識の高揚と交通事故防止
活動の推進に資することを目的に、昭和 44 年から開催されているもの。今回は、都道府県地区大会を勝ち抜いてきた141 人（う

ち女性 23 人）の精鋭ドライバーが参加し、10月24日・25日の２日間にわたって、 茨城県ひたちなか市の自動車安全運転センタ
ー安全運転中央研修所において実科競技（運転技能・点検）と学科競技（法規・構造機能・運転常識）に挑戦する。詳細は全
ト協ホームページ「第 58 回『全国トラックドライバー・コンテスト』」ページ（二次元コード）参照。�（令和 8年 10月8日現在）

都道府県名 氏名 所属事業所名

北 海 道 竹田　浩平 北海道西濃運輸㈱札幌支店
青 森 県 後籘　正夢 ㈱共同物流サービス本社営業所
岩 手 県 齋藤　晃佑 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱東北支店盛岡センター
宮 城 県 平田　謙太 日本通運㈱East カンパニー国内航空貨物部南東北航空事業所仙台航空営業課
秋 田 県 須田　優幸 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱東日本支店東北支店秋田センター
山 形 県 井上　貴行 第一貨物㈱長井支店
福 島 県 国分　勇治 西濃運輸㈱福島支店
茨 城 県 鈴木　拓也 西濃運輸㈱日立支店
栃 木 県 鳥谷　　誠 ㈱サンコー宇都宮営業所
群 馬 県 石坂　諒平 関越センコーロジ㈱北関東ロジスティクスセンター
埼 玉 県 河野　聖人 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱北関東支店埼玉センター
千 葉 県 本田　親宏 西濃運輸㈱成田支店
東 京 都 齊藤　哲也 西濃運輸㈱八王子支店
神 奈 川 県 安齋　将也 日本通運㈱横浜支店
新 潟 県 阿部　寛之 セイノースーパーエクスプレス㈱新潟航空営業所
長 野 県 石川　孝樹 西濃運輸㈱松本支店
富 山 県 瀧田　祥平 ロジスティード中部㈱北陸信州営業部北信輸送センター
石 川 県 山下　　誠 西濃運輸㈱金沢支店
福 井 県 奥東　亮太 西濃運輸㈱福井支店
岐 阜 県 中村　嘉良 西濃運輸㈱岐阜東濃支店
静 岡 県 千田　光記 ㈱ナルキュウ東部静岡営業所
愛 知 県 村越　哲也 カリツー㈱安城南営業所
三 重 県 山田　芳典 ㈱ナルキュウ中部三重営業所

都道府県名 氏名 所属事業所名

滋 賀 県 村　将司 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱関西支店大津センター
京 都 府 伊東　正史 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱関西支店京都センター
大 阪 府 谷川　雄哉 西濃運輸㈱堺支店
兵 庫 県 石井　　徹 ㈱シンクラン関西支店姫路営業所
奈 良 県 小谷　　了 西濃運輸㈱奈良支店
和 歌 山 県 畑中　陽介 西濃運輸㈱和歌山支店
鳥 取 県 田辺　徹也 日本郵便輸送㈱中国支社米子営業所
島 根 県 中田　真輔 ロジスティード西日本㈱中国第一営業部安来営業所
岡 山 県 多田　裕幸 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱中国支店岡山センター
広 島 県 原田　浩和 西濃運輸㈱福山支店
山 口 県 井上　貴広 西濃運輸㈱宇部支店
徳 島 県 野田　剛史 ㈱シンクラン山陽四国支店徳島営業所
香 川 県 山下　純生 日本通運㈱四国支店四国観音寺営業課
愛 媛 県 真柄　満大 日本通運㈱四国支店松山営業課（伊予）
高 知 県 土居　弘幸 ㈱丸中運送本社営業所
福 岡 県 軸丸　いっぺい ニッコン㈱福岡営業所
佐 賀 県 田中　和則 九州西濃運輸㈱伊万里配送センター
長 崎 県 山本　憲一郎 九州西濃運輸㈱長崎西営業所
熊 本 県 荒井　貴臣 ヤマトボックスチャーター㈱熊本支店
大 分 県 園田　数馬 ㈱シンクラン北九州支店中津営業所
宮 崎 県 久世　高寛 センコー㈱延岡支店延岡車輌センター
鹿 児 島 県 内田　純平 九州西濃運輸㈱加治木支店
沖 縄 県 真玉橋　長人 ㈱沖食商事本社営業所

全国トラックドライバー・コンテスト全国トラックドライバー・コンテスト  出場選手一覧出場選手一覧第 58 回
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※講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
https://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276グリーン経営業務室

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで2.9％の燃費向上、車両故障件数20.8％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2024年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係

☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を

押してください

近畿運輸局

関東運輸局山梨県自動車総合会館　４階大会議室
山梨県笛吹市石和町唐柏 1000-713：30～15：30トラック

バス、タクシー 11月2日（月）

北海道運輸局オンライン

11月26日（木）倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運事業 10：00～12：00

11月20日（金）倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運事業 10：00～12：00

AP 大阪淀屋橋　H+I ルーム（３階）
大阪府大阪市中央区北浜 3-2-25

京阪淀屋橋ビル

11月25日（水） 13：30～15：30トラック
バス、タクシー

13：00～15：00トラック
バス、タクシー 11月20日（金）
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あ
り
ま
し
た
︒
ま
さ

に
﹁
千
載
一
遇
﹂
と
も
い
え
る
︑
時

を
越
え
て
い
く
よ
う
な
出
会
い
と
な

り
ま
し
た
︒

 

（
山
崎　

薫
）
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荷
主
・
元
請
事
業
者
等
に
対

す
る
是
正
指
導
を
実
施
し
て

い
る
︒
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の﹁
Ｇ
メ
ン
調
査
員
﹂

と
と
も
に
︑
総
勢
３
６
０
人

　

今
年
10
月
・
11
月
の
﹁
集

中
監
視
月
間
﹂
で
は
︑
次
の

活
動
を
行
う
︒

︻「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
」

独
自
の
活
動
︼

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

に
基
づ
く
違
反
原
因
行
為

（
長
時
間
の
荷
待
ち
︑
契
約

に
な
い
附
帯
業
務
︑
運
賃
・

料
金
の
不
当
な
据
え
置
き
︑

過
積
載
運
送
の
指
示
・
容

認
︑
異
常
気
象
時
の
運
送
依

頼
︑
無
理
な
運
送
依
頼
）
の

疑
い
が
認
め
ら
れ
た
荷
主
等

に
対
し
て
︑
働
き
か
け
︑
要

請
ま
た
は
勧
告
を
行
う
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ

ン
﹂
は
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
﹂
の
解
決
を
目
指
す

た
め
︑
令
和
５
年
７
月
に
国

土
交
通
省
が
創
設
し
た
調
査

・
指
導
部
隊
で
︑
様
々
な
手

法
に
よ
る
情
報
収
集
や
︑
違

反
原
因
行
為
の
疑
い
の
あ
る

規
模
で
活
動
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
︑７
年
９
月
か
ら
は
﹁
Ｇ

メ
ン
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
務
局
﹂

を
設
置
し
︑
活
動
体
制
の
さ

ら
な
る
強
化
を
図
っ
て
い
る

（
図
）︒

　

８
年
８
月
31
日
現
在
の

﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
﹂

の
活
動
実
績
は
︑
表
の
通
り

で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
取
適
法
禁
止
行
為

（
支
払
遅
延
︑代
金
の
減
額
︑

買
い
た
た
き
︑
報
復
措
置
︑

協
議
に
応
じ
な
い
一
方
的
な

価
格
決
定
等
）
の
疑
い
が
認

め
ら
れ
た
荷
主
等
に
対
し

て
︑
助
言
ま
た
は
指
導
を
行

う
︒

︻
公
正
取
引
委
員
会
・
中
小

企
業
庁
と
連
携
し
た
取
り
組

み
︼

　

集
中
監
視
月
間
の
開
始
に

合
わ
せ
︑
10
月
上
旬
に
地
方

運
輸
局
︑
公
正
取
引
委
員
会

地
方
事
務
所
等
お
よ
び
地
方

経
済
産
業
局
等
（
地
方
関
係

取
適
法
の
一
層
の
周
知
・
啓

発
を
図
る
た
め
︑
地
方
関
係

機
関
が
連
携
し
︑
荷
主
等
の

営
業
所
や
物
流
拠
点
等
を
対

象
と
し
た
﹁
合
同
荷
主
パ
ト

ロ
ー
ル
﹂
の
出
発
式
を
行
う

（
詳
細
別
掲
）︒

︻
警
察
と
連
携
し
た
取
り
組
み
︼

　

各
都
道
府
県
警
察
と
連
携

し
︑
物
流
セ
ン
タ
ー
・
卸
売

市
場
等
に
お
い
て
︑
違
法
な

﹁
白
ト
ラ
﹂
へ
の
運
送
委
託

の
防
止
に
向
け
た
周
知
・
啓

発
を
行
う
︒

　

ま
た
︑
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
に
基
づ
く
違
法
な

﹁
白
ト
ラ
﹂
へ
の
運
送
委
託

に
関
与
し
て
い
る
疑
い
が
認

め
ら
れ
た
荷
主
等
に
対
し

て
︑
要
請
ま
た
は
勧
告
を
行

う
︒

定
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
右
下

参
照
）︒

　

参
加
は
無
料
︒
会
場
参
加

の
場
合
は
事
前
申
し
込
み
が

必
要
︑定
員
60
人（
先
着
順
）︒

会
場
参
加
申
し
込
み
は
︑
二

次
元
コ
ー
ド
①
か
ら
可
能
︒

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
場
合
は
︑

申
し
込
み
不
要
︒

　

な
お
︑
後
日
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
二
次
元

コ
ー
ド
②
）
を
公
開
予
定
︒

機
関
）
に
よ
る
﹁
物
流
分
野

取
引
適
正
化
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

連
絡
会
議
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

同
会
議
は
︑﹁
取
適
法
（
製

造
委
託
等
に
係
る
中
小
受
託

事
業
者
に
対
す
る
代
金
の
支

払
の
遅
延
等
の
防
止
に
関
す

る
法
律
）﹂
の
執
行
連
携
を

さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
︑

日
本
全
国
で
取
適
法
の
違
反

行
為
お
よ
び
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
等
の
違
反
の
原
因

と
な
る
行
為
（
違
反
原
因
行

為
）
の
監
視
を
強
化
す
る
た

め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も

の
︒
同
会
議
で
は
︑
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
の
意
見
交
換
の

枠
組
み
を
設
け
て
地
方
関
係

機
関
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

す
る
と
と
も
に
︑
意
見
交
換

や
合
同
調
査
な
ど
の
連
携
を

行
っ
て
い
く
上
で
の
課
題
等

が
生
じ
た
場
合
に
は
︑
国
交

省
︑
公
取
委
本
局
︑
中
小
企

業
庁
が
調
整
を
行
い
︑
そ
の

結
果
を
さ
ら
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
こ
と
で
︑
円
滑
に

執
行
連
携
を
行
う
︒

　

ま
た
同
会
議
に
併
せ
て
︑

　

国
交
省
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

・
物
流
問
題
の
解
決
に
資
す

る
よ
う
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
物
流
問

題
解
決
に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ

ン
説
明
会
﹂
を
毎
月
開
催
し

て
い
る
︒

　

10
月
16
日
に
は
︑
集
中
監

視
月
間
に
合
わ
せ
た
特
別
企

画
と
し
て
︑
対
面
会
場
を
設

け
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に

よ
る
説
明
会
を
開
催
︒
国
交

省
お
よ
び
公
取
委
の
幹
部
に

よ
る
講
演
や
特
別
対
談
が
予

　
国
土
交
通
省
は
、
10
月
・
11
月
を
荷
主

お
よ
び
元
請
事
業
者
に
対
す
る
「
集
中
監

視
月
間
」
と
位
置
付
け
、
全
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
お
よ
び
倉
庫
業
者
に
対
す
る
実

態
調
査
や
関
係
省
庁
か
ら
の
情
報
等
を
活

用
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
」
に

よ
り
適
正
な
取
引
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
行
為
を
行
う
荷
主
等
に
対
す
る
監
視

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
是
正
指
導
を
実

施
す
る
。

　
今
回
の
集
中
監
視
で
は
、
今
年
１
月
に

施
行
さ
れ
た
取
適
法
（
製
造
委
託
等
に
係

る
中
小
受
託
事
業
者
に
対
す
る
代
金
の
支

払
の
遅
延
等
の
防
止
に
関
す
る
法
律
）
施

行
後
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
る
た

め
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
公
正
取

引
委
員
会
お
よ
び
中
小
企
業
庁
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

違
法
な
「
白
ト
ラ
」
へ
の
有
償
運
送
委
託

の
防
止
に
向
け
、
警
察
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
実
施
す
る
。

第 39 回「トラック物流問題解決に向けたオンライン説明会」概要

・開催日時
　令和 8年 10月16日㈮ 14 時 00 分～ 15 時 30 分
・開催方式
　オンライン配信（申込不要、後日オンラインURL 公開予定）および会場参加（事前申込必要、
先着順）を併用したハイブリッド方式
・会場（会場参加）
　新橋ビジネスフォーラム（東京都港区新橋１-18-21　第一日比谷ビル８階）
・アジェンダ（予定）
①基調講演
　国土交通省大臣官房審議官（物流・自動車担当）、公正取引委員会官房審議官（取引適正
化担当）
　※登壇者については、都合により変更となる場合がある
②特別対談
　「取引適正化の実効性向上に向けて」
③法制度に関する質疑応答（Q&A）

　愛知県トラック協会（青木均会長）は10月2日、名古屋合同庁舎で開催された令和8年度
「トラック・物流Gメン集中監視月間合同出発式」に出席した。式には国土交通省中部運輸
局、公正取引委員会事務総局中部事務所、経済産業省中部経済産業局などから計36人が参
加し、愛知県ト協からはGメン調査員ら9人が加わった。3省庁と愛知県ト協Gメン調査員が連
携して物流の取引適正化を進める。
　式ではまず、神谷昌文中部運輸局長が訓示し、トラック物流が国民生活と産業活動を支え
る一方で、長時間労働、低運賃、多重下請け構造、担い手不足など深刻な課題を抱えている
現状を指摘。「荷主とトラック運送事業者の取引適正化が不可欠であり、関係機関が連携して
取り組む意義は大きい」と強調した。
　続いて、丸山達也公取委中部事務所長が、物流分野の取引適正化に向けた制度整備の進
展や、国交省との連携の重要性を説明。今年度から中部経済産業局も合同パトロールに加わ
り、3機関体制で監視を強化すると述べた。
　出発宣言では、中部運輸局の津堅勉専門官（トラック・物流Gメン）および公取委事務総
局中部事務所の中村武史第二取引適正化調査課長が、10月・11月の集中監視月間において、
荷主による長時間の荷待ちや契約外作業を無償で行わせるなどの違反行為を防止し、法令遵
守を徹底する合同パトロールを実施する方針を示した。また、悪質な事案が疑われる場合には
厳正に対応する姿勢も明確にした。
　式終了後、参加者は3班に分かれて合同パトロールへ出発。1班（小牧・春日井）、2班（清
須・稲沢）、3班（江南・岩倉）の各方面で、物流現場の取引適正化に向けた活動を展開した。

警
察
と
の
連
携
に
よ
り
、
違
法
な
「
白
ト
ラ
」
対
策
も
実
施

警
察
と
の
連
携
に
よ
り
、
違
法
な
「
白
ト
ラ
」
対
策
も
実
施

表　トラック・物流Gメンの活動実績（令和 8年 8月 31日現在）

件　数

勧　　告 5件 荷主 3件、元請 1件、その他 1件

要　　請 197件 荷主 108件、元請 83件、その他 6件

働きかけ 2,562 件 荷主 1,812 件、元請 632件、その他 118件

①会場参加
申込URL

②Zoom
ウェビナー

1
「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
」
と
は
？

違
反
原
因
行
為
の
疑
い
の
あ
る
荷
主

違
反
原
因
行
為
の
疑
い
の
あ
る
荷
主

・
元
請
事
業
者
に
対
し
働
き
か
け
等
を
実
施

・
元
請
事
業
者
に
対
し
働
き
か
け
等
を
実
施

2 

集
中
監
視
月
間
の
活
動

公
取
委
・
中
企
庁
・
警
察
と
連
携
し
悪
質
な

公
取
委
・
中
企
庁
・
警
察
と
連
携
し
悪
質
な

荷
主
・
元
請
事
業
者
に
是
正
指
導
を
実
施

荷
主
・
元
請
事
業
者
に
是
正
指
導
を
実
施

3
「
ト
ラ
ッ
ク
物
流
問
題
解
決
に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
」
の
開
催

集
中
監
視
月
間
に
合
わ
せ
た
特
別
企
画
を
実
施

集
中
監
視
月
間
に
合
わ
せ
た
特
別
企
画
を
実
施

物
流
問
題
の
解
決
を
図
る

物
流
問
題
の
解
決
を
図
る

中部運輸局、公取委中部事務所
中部経産局、愛ト協が連携し
荷主等パトロールを実施

「トラック・物流Ｇメン」への改組と体制の拡充

〇 トラック・物流Gメンは、物流2024年問題の解決を目指すため2023年7月に
国土交通省が創設した調査・指導部隊。

〇 様々な手法による情報収集や、違反原因行為の疑いのある荷主・元請事業者
等に対する是正指導を実施。

〇 2024年11月より、倉庫業者を情報収集対象に追加し改組。
〇 各都道府県トラック協会のGメン調査員とともに、総勢360名規模で活動。
〇 令和7年9月より、Gメンアシスタント事務局を設置し、さらなる活動体制を強化。

荷荷主主

トトララッックク担担当当ＧＧメメンン 倉倉庫庫担担当当ＧＧメメンン連携

「「トトララッックク・・物物流流Gメメンン」」
是正指導を強力に実施

倉倉庫庫業業者者トトララッックク事事業業者者

ＧＧメメンン調調査査員員

荷主の行為を情報収集

業業界界団団体体

荷主の行為を情報収集

委託事業
（令和8年度委託先：
合同会社 デロイトトーマツ）

Gメンアシスタント
事務局

図

荷主企業先では、「トラック・物流Gメン」、「Gメン調査員」および公取委第二取引適正化
調査課長らが、法改正内容や制度説明を行うとともに荷主企業からの質問等へも回答した

神谷中部運輸局長らの訓示を受け合同パトロールに出発する「トラック・物流Gメン」
や「Gメン調査員」ら（10月2日、名古屋合同庁舎第１号館）

公取委・中企庁と連携し合同荷主パトロールを展開公取委・中企庁と連携し合同荷主パトロールを展開
10 月・11 月は「トラック・物流Gメン」集中監視月間国交省
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